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菖
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商
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会
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行
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種
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検
定
試
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つ
い
て
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企
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の
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,
゛
い
し

謹
み
て
新
年
の
御
祝
詞
を
申
上
げ
ま
す
。

客
年
十
月
七
日
議
員
総
会
に
於
て
会
頭
に
選
任
の
栄
を
得
、
誠
に
光
栄
の
至
り
に
存
ず
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
任
期
の
間
に
私
と
し
ま
し
て
何
を
為
す
べ
き
か
考
え
て
見
た
の
で
あ
り
ま
す
か
、

歴
代
会
頭
並
び
に
前
会
頭
吉
川
島
次
氏
が
三
期
の
間
に
会
議
所
の
為
尽
さ
れ
た
る
功
績
は
誠
に
大
で

あ
り
ま
し
て
今
更
私
が
申
上
げ
る
払
要
も
ご
、
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
日
の
内
容
の
充
実
会
議
所
の
発
展

は
吉
川
前
会
頭
の
力
に
ょ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
跡
を
う
け
て
私
が
な
し
得
る
事
は
今
迄
築
き

上
げ
ら
れ
て
来
た
会
際
の
地
位
立
場
を
雜
持
し
内
容
を
と
り
よ
く
す
る
様
に
努
力
し
て
行
く
事
の

み
と
信
じ
て
居
ま
す
。
故
に
今
後
は
出
来
る
だ
け
会
際
に
集
っ
て
頂
く
よ
う
な
機
会
を
持
ち
、
総

意
を
結
集
し
て
充
分
な
活
動
が
出
来
る
よ
う
な
方
途
を
講
じ
以
つ
て
会
員
各
位
の
福
利
増
進
に
努
め

た
い
と
決
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
経
済
界
は
、
所
謂
経
済
の
行
過
ぎ
是
正
に
つ
い
て
目
下
政
府
財
界
、
産
業
界
に
於
て
も
強

く
反
省
し
正
常
に
一
戻
す
為
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
払
わ
れ
つ
X
あ
り
相
当
各
企
業
に
対
し
悪
い
影
響
が
ま

ぬ
が
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
を
出
来
得
る
限
り
最
小
ノ
に
止
め
る
こ
と
に
一
層
の
配
慮

を
巡
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
事
柄
に
対
し
て
は
議
員
各
位
の
協
力
に
待
っ
事
が
多
く

特
に
関
係
当
局
の
相
変
ら
ざ
る
特
別
の
御
支
援
を
切
に
お
願
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。
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奈
良
商
工
会
議
所

取
引
昭

河
合
利

河
じ

゛
、

■
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ぅ
存
じ
主
す
。
今
回
「
そ
の
器
で
な
い
」
に
も
拘
ら
ず
副
会
頭
の
末

席
に
す
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
然
し
就
任
し
た
以
上
は
与
え
ら
れ
た
自
分
の
職
責
に
対
L

て
は
誠
心
誠
意
を
以
て
当
る
積
り
で
お
り
ま
す
。
幸
い
大
森
会
頭
を
初
め
役
員
の
方
々
は
何
れ

、
私
の
よ
き
先
輩
で
あ
り
、
よ
き
理
解
者
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
仕
事
に
つ
い
て
は
愉

快
に
御
指
導
御
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
力
強
く
思
つ
て
お
り
ま
t
。
き
び
し
し
景
気
の
変
動

の
な
か
の
商
工
会
議
所
に
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
が
山
積
L
て
い
る
こ
と
は
御

承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
私
も
及
ぱ
ず
な
が
ら
本
腰
を
い
れ
て
勉
強
L
、
会
頭
を
助
け
て
お

手
伝
い
し
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
以
上
簡
単
な
が
ら
年
頭
の
御
挨
拶
と
致
L
ま

す
。
終
り
二
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
と
御
鞭
捷
を
御
願
い
致
L
ま
す
。

一
、
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一

奈
良
商

副
会
頭

.

j

工
会
議
所

吉

1
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叩
窃
N
沸
中

昭
和
三
十
七
圷
元
U
、

玉
一

.
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81

新
春
を
寿
ぎ
奉
り
ま
す
。
こ
の
度
の
役
員
改
選
で
新
L
く
選
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
副
会

頭
の
責
務
は
会
頭
を
補
佐
し
て
会
議
所
活
動
を
一
層
活
発
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

奈
良
会
議
所
は
こ
の
地
区
の
商
工
業
者
の
意
見
の
統
一
機
関
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
か
ら
し

て
も
他
に
比
較
し
て
そ
の
責
任
は
一
層
重
大
な
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
責
任
あ
る
奈
良
商
工
会

議
所
と
し
て
は
特
に
大
所
高
所
か
ら
経
済
の
方
向
、
業
界
の
意
向
に
注
目
L
て
そ
の
動
き
に
即

応
し
た
施
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
施
策
に
し
ろ
、
行
動
に
し
ろ
そ
の
中

心
と
な
る
も
の
は
す
べ
て
人
の
和
に
ょ
る
相
互
理
解
と
協
調
の
精
神
が
根
本
で
あ
ろ
う
か
と
思

い
主
す
。
こ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
今
日
ほ
ど
人
の
和
に
ょ
る
結
合
稔
て
の
施
策
を
推
進
す

る
原
動
力
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
手
に
手
を
取
り
合
つ
て
皆
ん
な
の

繁
栄
の
た
め
努
力
を
い
た
し
た
し
と
存
じ
ま
す
。
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会
頭
に
大
森
久
司
氏

任
期
満
了
に
伴
う
奈
良
商
工
会
議
所
の
議
員
選
挙
は
三
号
議
員
日
午
後
一
時
よ
り
当
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
於
て
、
改
選
後
初
の
議

推
せ
ん
に
初
ま
り
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十
五
日
の
言
ぢ
議
員
員
総
会
を
開
い
た
。
吉
川
島
次
氏
最
年
長
者
と
し
て
仮
議
長
と
な

選
挙
と
共
に
こ
れ
を
完
了
し
(
詳
細
別
項
参
照
)
、
続
い
て
十
月
七
り
議
事
に
入
つ
た
。
概
況
次
の
通
り
。

.

◇
盛
況
を
極
め
た
総
会

当
日
、
開
会
に
先
立
ち
、
中
村

専
務
理
事
よ
り
開
会
の
挨
拶
、
吉

川
議
長
よ
り
当
日
の
出
席
老
六
0

名
(
内
委
任
状
一
五
名
)
の
発
表

あ
り
、
吉
川
前
会
頭
証
び
に
、
杉

本
前
副
会
頭
の
辞
任
挨
拶
の
後
、

仮
議
長
に
は
吉
川
島
汰
氏
、
匙
ぱ

れ
、
議
事
に
入
つ
た
。

◇
会
頭
選
任
の
件

仮
議
長
よ
り
会
頭
選
任
の
方
法

を
議
場
に
詰
し
た
と
こ
ろ
、
谷
井

友
三
郎
議
員
よ
り
、
会
器
任
の

円
満
を
期
す
光
め
選
挙
の
繁
を
省

き
述
考
委
員
に
ょ
る
推
せ
ん
の
方

法
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

導
,
委
員
は
部
会
毎
に
代
表

、

り一
名
を
選
出
し
、
吏
に
前
会
頭
、

常
任
顧
問
を
混
え
て
慎
重
に
協
議

あ
り
た
い
と
兆
言
あ
り
、
次
に
上

^
一
久
・
^
左
、
^
f
よ
り
ハ
介
"
^
r
ノ
の
釦

発
言
に
賛
成
す
る
が
、
会
僻
が
新
し
く
生
れ

か
わ
つ
た
意
味
合
い
を
こ
め
て
、
選
考
委
員
の

選
出
は
全
議
員
の
患
を
反
映
さ
れ
た
い
と
要

望
あ
り
、
一
時
休
憩
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
部
会
か

ら
自
主
的
に
代
表
を
選
定
さ
れ
、
別
室
に
て
協

議
さ
れ
た
。
暫
時
に
し
て
再
会
、
綿
谷
仙
治
鄭

氏
逃
考
委
員
を
代
表
し
て
、
新
会
頭
は
大
森
久

司
氏
に
決
定
し
た
と
発
表
さ
れ
、
満
場
拍
手
を

も
つ
て
応
え
た
。
こ
こ
で
議
長
は
、
大
森
会
頭

と
交
代
、
第
二
号
議
案
副
会
頭
及
び
専
務
理
事

送
任
鼎
お
件
を
上
程
、
谷
井
議
員
よ
り
、

快
重
を
期
す
る
た
め
に
会
頭
、
前
正
副
会
頭
、

常
任
顧
問
に
ょ
り
御
協
議
さ
れ
た
い
と
発
言
あ

り
別
室
に
て
協
議
の
結
果
、
別
項
の
通
り
発
表

さ
れ
九
。
次
に
第
三
号
議
案
常
議
員
及
び
監

事
選
任
の
件
及
び
第
四
号
議
案
顧
問
、
参
与

委
嘱
の
件
を
上
程
さ
れ
た
が
、
新
正
副
会
頭
に

一
任
L
、
日
を
改
め
て
時
間
を
か
け
く
慎
重
に

延
任
す
る
こ
と
に
な
り
福
田
橘
蔵
議
員
よ
り

常
議
員
の
選
任
は
業
種
的
均
衡
を
特
に
希
望
す

る
光
系
あ
つ
て
、
議
員
改
選
後
意
義
深
§

一
回
急
会
は
円
向
二
終
了
し
た

副
会
頭
に
河
合
芝
谷
、
吉
川
氏

-
 
X
武
.

◇
新
役
員

◎
会
頭

⑤
副
会
頭

芝
谷
常

@
伺

◎
同

吉

◎
専
務
理
事

貞

中

◇
常
議
員
、
監
事
の
選
任

新
正
副
会
頭
に
一
任
と
な
つ
て
い
た
常
議
員

二
十
名
、
監
事
三
名
の
選
任
は
、
・
昭
和
三
十
六

年
十
河
九
日
当
所
役
員
室
に
て
偵
重
に
協
議
さ

れ
、
別
項
の
通
り
泱
定
を
み
九
。

◇
常
議
員
(
定
員
二
0
名
)

赤
坂
頼
磨

乾

今
西
清
兵
衛

垣
内

菊
池
武
三

近
東
弘

貝

小

阪
田
冨
三

山
下
出
久
治

杉
山
嘉
一

竹

谷
井
友
三

内
一

富
田
富
治
南
小
豊

界

福
田

次

田
明

t

1

細吉
◇
監

十
一

ぞ

義
雄晃事

'

平
岡
孝
太
郎

◇
役
員
議
員
異
動

副
会
頭
芝
谷
常
吉
は
三
十
六
年
十
一
月
十
日

栄
転
の
た
め
辞
任
、
常
議
員
竹
内
一
夫
氏
は
同

年
十
一
月
二
十
九
日
栄
転
の
た
め
詐
任
、
議
員

吉
川
島
次
氏
は
、
一
身
上
の
都
合
に
ょ
り
同
年

十
月
十
七
日
詐
任
、
議
員
山
岡
勇
氏
は
か
ね
て

よ
り
療
養
中
の
と
こ
ろ
薬
石
効
な
く
同
年
十
月

十
七
日
逝
去
さ
れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

尚
奈
良
交
通
株
式
会
社
新
社
長
に
は
高
橋
公

男
氏
、
関
西
電
力
奈
良
支
店
新
支
店
長
に
は
加

藤
泰
次
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
着
任
さ
れ
当
綴
員
に

就
任
さ
れ
た
。

X

X

宮
島
善
治

綿

郎

谷
仙
治

.

(
定
員
三
名
)

橋
本
蔵
治

C

、

ψ

゛

峠

金

ハ

、

j
μ
一

や
,

立

1.,、一

、
貸
、
C
゛
削
●
々

;
ー

途
^
^
央
蕪
1
佃
父
"
ψ

、
,
,
、
ー
、
山
.
'
、
,

、

秋
山
利
市
郎

、
一
ゞ
;
、

監
事

β
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ス

秋
山
利
市
良
キ
ー
株
式
会
社

橋
本
蔵
治
(
株
式
会
社
白
銅
屋
)

郎
@
畷
器
工
進

平
岡
孝
太

イ

ι

て

、

2

「

、
一

'

、
、

会
頭

大
森
久
司

会
頭

冒
田

(

,

貞

、

'

.

.

)
.

、

り
,X
"

)芥m

.

.

X

州
1

ハ
,
,
.
、
・
一
.
、

(

3

河
合
利

,
ー

吉

川

専
務
理
事

中
村
貞
三
(
事
務
局
唇

常
議
員

赤
坂
頼

影
太

衛
(
舒
瞥
松
商
邑

ゾ
今
西
清
兵

垣
内
寛

宗
良
ト
ヨ
タ

粛
池
武
三
β

自
動
車
株
式
会
社

七
無
'
、
進

近
東
弘

小

山
恭
二
(
小
山
合
資
会
社
)

レ
阪
田
冨
三

敬
五

イ

、

(

一

X

゛
'

X

一

ー
,
、
,
コ
亀

.

゛
ー

X

、
負
=
.
、
:
'
一
、

1
-
一

゛

＼
下
出
久
治
郎
(
下
出
商
今

潔
(
於
械
鷲
)

ー
.
ι
'
イ

V
杉
山
嘉

、
谷
井
友
三

富
田
富

ニ
ノ

南
口
豊

春
田
明

蔵
介
、
,
一
ヅ
武
)

、
L
福
田
楢

、
細
田
義
雄
(
株
式
会
社
天
義
嘗

.
倉
島
善

ニ
ノ
、
 
J
 
゛
ー

吉

川

"
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昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
よ
り
向
う
三
力
年
間
の
本
所
議
員
選

任
は
三
号
、
二
号
議
員
の
推
薦
並
び
に
選
任
終
了
と
共
に
去
る
九

月
二
十
五
日
言
ぢ
議
員
の
選
挙
に
ょ
つ
て
無
事
茲
に
改
選
を
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
九
。
今
回
の
選
挙
は
議
員
定
数
が
-
 
0
0
名
か

ら
七
十
五
名
と
二
十
五
名
減
員
、
殊
に
当
所
地
区
改
正
後
初

の
議
員
選
挙
で
あ
り
従
つ
て
選
挙
も
か
つ
て
な
い
活
況
を
呈

★
三
号
議
員

三
号
議
員
選
出
は
定
む
る
と
こ
ろ
に
ょ

り
常
議
員
会
に
お
い
玉
重
協
議
の
上
定

員
十
名
か
円
池
推
せ
ん
さ
れ
た
。
尚
竹

内
一
夫
氏
辞
任
に
伴
う
後
任
は
加
藤
泰
次

氏
関
電
奈
良
支
店
長
が
就
任
さ
れ
た
。

★
二
号
議
員

二
号
議
員
逮
任
の
方
法
は
、
各
部
会
の

垣
内
寛
一

総
会
員
数
と
総
持
口
数
等
を
そ
れ
ぞ
れ
勘

案
さ
れ
て
、
配
分
さ
れ
た
人
員
に
基
、
づ
い

て
選
任
さ
れ
、
商
業
卸
部
会
を
ト
ツ
プ
に

次
々
と
部
会
を
開
催
、
無
事
二
十
五
名
の

選
任
、
鴛
了
し
た
。

★
石
方
議
員

y
1
(
有
)
常

一
号
議
員
四
十
名
は
厶
吾
只
の
う
ち
か
ら

選
挙
に
ょ
つ
て
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
各
業
界
の
代

表
と
い
う
こ
と
で
、
各
々
の
業
界
の
伸
張
の
た
め
各
部
会
か
一

致
団
結
し
て
進
め
ら
れ
最
終
的
に
無
競
争
で
定
員
一
.
は
い
当
選

確
定
し
た

一
号
議
員

順
)

レ
臼
井
,
明

光

1
'
田
義
雄

し
九
が
、
良
識
あ
る
各
位
の
努
力
に
ょ
り
一
号
議
員
四
十
名
の
選

挙
も
無
投
票
で
終
了
、
晴
れ
の
当
選
者
が
決
定
し
た
。
選
挙
経
過

を
簡
単
に
記
せ
ば
、

順
不
同

議
員
名
簿

学
堂奈

良
市
下
御
門
町

新

(
株
)
天
義
堂
社
長

ク
東
向
中
町
二
五

前

(
株
)
垣
内
商
会
社
長

ク
油
阪
町
一
丁
目
二
六
の
五
前

屋

レ
ー
(
資
)
寿

ク
東
向
南
町
三

前

^
.
十
、
、
^
、
π
社
長

杉
田
豊
三

ヂ
油
阪
町
六
五
番
地
新

磐

奥
田
竜
一

大
谷
幸
治
郎

0
名

植
原
善
信

水
谷
嘉
六

奈
良
県
竹
材
工
業
(
株
)
社
長

奈
良
県
生
駒
郡
生
駒
町
高
山
五
六
五
五
前

植
田
蚊
帳
(
株
)
社
長

奈
良
市
肘
塚
町
一
二
前

(
株
)
あ
か
し
や
商
店
社
長

ク
餅
飯
殿
町

前

春
田
工
業
(
株
)
社
長

ク
般
若
寺
町
四
0
番
地
前

(
株
)
吉
田
商
店
社
長

ヂ
南
魚
屋
町
二
四
前

吉
田
蚊
帳
(
株
)
社
長

ク
芝
新
屋
町
一
番
地
前

荒
木
直
商
店ヂ

手
貝
町
四
三

新

中
尾
蚊
帳
本
店ク

川
之
上
突
抜
町
二
四
前

平
岡
紙
器
工
業
(
株
)
社
長

ク
井
上
町
五

前

(
株
)
前
田
陶
器
店
社
長

ヂ
東
向
中
町
八
番
地
新

奈
良
豊
沢
酒
造
(
株
)
社
長

元

ク
西
城
戸
町

愽
文
堂

大
和
郡
山
市
柳
一
丁
目
一
番
地
前

(
株
)
大
和
山
荘
社
長

奈
良
市
川
上
町
二
七
番
地
新

奈
良
車
体
製
造
(
株
)
社
長

ク
油
阪
町
三
二
八
番
地
前

(
株
)
旅
館
九
重
社
長

ク
川
上
町
七
二
八
番
地
新

(
株
)
平
井
真
美
館
社
長

ク
西
木
辻
町
安
楽
五
九
新

、
■
」
ー
「
ー

、
'
ー
.
ー

岡
本
栄
一

ン
増
田
義
一

南
口
豊
治

春
田
明
次

杉
山
嘉
一

吉
田
淳
一

」
.
ー

岡
本
清
作

(
株
)
南
口
商
会
奈
良
店
社
長

ク
餅
飯
殿
町
四
四
番
地
前

岡
本
友
芳
軒ク

光
明
院
町

マ
ス
タ
洋
品
店ク

餅
飯
殿
町
ニ
ハ
番
地
新

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
(
株
)
社
長

ク
東
向
中
町
二
番
地
新

(
資
)
川
合
商
店
代
表
社
員

ク
中
辻
町
ご
吾
地
前

(
株
)
奈
良
ホ
テ
ル
取
締
役

ク
高
畑
町
-
0
九
六
新

(
株
)
鶴
屋
徳
満
社
長
'

ク
下
御
門
町
二
九
番
地
元

奈
良
敷
物
(
株
)
社
長

ク
山
陵
町

則

吉
川
産
業
(
株
)
専
務
取
締
役

川
晃

吉
田
孝
一

杉
本
勝
彦

ク

中
尾
政
雄

友
田
御
酒
蔵

橘
本
町

/
/
平
岡
孝
太
郎

前
田
耕
哉

藤
田
三
郎

高
橋
福
治
郎

j
 
、
i

上
林
安
彦

近
東
弘
七

藤
井
佐
重
郎

富
田
富
治

豊
沢
儀
雄

新

幸
信
産
業
(
株
)
社
長

ヂ
高
天
市
町
一
八
の
五
新

上
林
金
属
精
錬
所

.

ク
東
城
戸
町
三
の
一
新

共
同
印
刷
工
業
(
株
)
社
長

ク
西
寺
林
町
一
四
新

奈
良
市
信
用
金
庫
理
事
長

ク
光
明
院
町
三
番
地
前

奈
良
宮
島
産
業
(
株
)
社
長

ク
下
御
門
町
四
三
前

精
宏
軒ク

三
条
川
崎
町
二
八
前

山
喜
産
業
(
株
)
取
締
役

ク
富
雄
三
碓
町
三
六
二
新

三
岡
商
事
(
株
)
社
長

ク
菖
蒲
池
町

新

奥
田
布
帛
株
奈
良
工
場

ク
芝
辻
南
町
一
八
八
新

.

新

草
可
博
央

4

(

大
東
善
治

宮
島
善
治

阪
田
勇

レ
大
谷
誠
克

三
岡
嘉
三
郎

谷
口
貞
次
郎

平
井
竜
一

小
山
恭
二

高
田
恵
次

奥
田
由
三

寺
尾
重
吉

二
号
議
員

谷
井
友
三
郎

元

中
島
寛

帝
産
自
動
車
(
株
)

常
務

ク
油
阪
町
一
二
の
五
新

(
株
)
浅
沼
組
奈
良
営
業
所
所
長

元

ヂ
船
橋
町

三
和
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

元

ク
東
向
南
町

三
栄
相
互
銀
行
社
長

ク
下
三
条
町
八

前

野
村
証
券
(
株
)
奈
良
支
店
支
店
長

前

ヂ
東
向
北
町

(
株
)
今
西
清
兵
衛
商
店
社
長

ク
福
智
院
町
二
四
の
一
前

下
出
商
会ク

北
京
終
町

(
株
)
ひ
の
り
商
店
社
長

ク
今
小
路
町

屋

(
株
)
白

銅
ク

(
株
)
ア
ラ
ナ
ラ
商
店

ク
餅
飯
殿
町

前

(
有
)
森
永
食
堂
代
表
老

ク
東
向
中
町

新

植
原
梅
月
堂ク

三
条
通
一
丁
目
八
新

(
株
)
杉
山
商
店
社
長

ク
鵲
町
五

前

岡
本
織
布
(
株
)
社
長

前

北
葛
城
郡
広
陵
町

(
株
)
吉
川
機
械
製
作
所
社
長

奈
良
市
佐
紀
町
三
三
三
三
前

小
山
合
資
会
社
副
社
長

ク
三
条
今
井
町

前

阪
田
富
三
郎

野
村
萬
作

松
岡
太
郎

吉
田
功

谷
井
興
業
(
株
)
社
長

奈
良
市
角
振
新
屋
町

(
名
)
し
ろ
は
旅
館
社
長

ク
三
条
町

元

三
笠
物
産
(
株
)
社
長

ク
春
日
野
町
一
五
八
の
一
元

(
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長

ク
油
阪
町
五
丁
目
六
三
前

材
辰
巨
材
(
株
)

相

談
役

ク
肘
塚
町

元

日
本
通
運
(
株
)
奈
良
主
管
支
店
支
店
長

前

ク
油
阪
町

5

綿
谷
仙
治
郎

今
西
清
兵
衛

吉
田
辰
雄

下
出
久
治
郎

四
0
名

吉
田
逸
郎

河
合
利
喜
蔵

橋
本
蔵
治

福
田
楢
蔵

須
句
作
欠

ー
゛

田
中
亀
吉
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レ

^

ク

肘
塚
岡

^
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大
森
徳
兵
衛

乾
太
郎

近
畿
電
気
工
事
(
迷
奈
良
支
店
支
店
長

ヂ
今
辻
子
町

奈
良
明
新
社
代
表
社
員

ク
橋
本
町

三
号
議
員

赤
坂
頼
磨

加
藤
泰
次

ク
油
阪
町

前

前

1

に
お
い
て
第
五
回
全
国
推
奨
観
光
士
産
品
審
査
会
を
開
き
、
全
国
推
奨
品

観
光
士
産
品
の
全
国
推
奨
品
决
定
!
を
決
定
し
た
が
、
当
所
並
び
に
奈
良
県
観
光
士
産
品
連
盟
か
ら
推
せ
ん
し

た
左
記
士
産
品
が
継
続
し
て
全
国
推
奨
を
受
け
ま
し
た
。
尚
引
つ
ゞ
き
全

全
国
観
光
士
産
品
連
盟
に
於
て
は
、
去
る
九
月
末
、
日
本
商
工
会
議
所
国
推
奨
期
間
中
の
士
産
品
と
併
せ
計
二
十
三
点
と
な
り
ま
す
。

(
株
)
+
用
都
銀
行
頭
取

奈
良
市
橋
本
町

関
西
電
力
(
株
)
奈
良
支
店
支
店
長

ク
大
森
町

高
橋
公
男

小
山
栄
三
郎

所

秋
山
利
市
郎

奈
良
交
通
(
株
)
社
長

ヂ
油
阪
町

小
山
合
資
会
社
社
長

ク
三
条
今
井
町

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ス
キ
ー
(
株
)
専
務

ク
三
条
町

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
(
株
)
社
長

ク
杉
ケ
町
三
0

日
本
染
織
工
業
(
株
)
社
長

住

菊
池
武
三
郎

名

越
智
岩
太
郎

屋

.

店

寿

名品

店商
園の

木
千
竹

杉
本
甚
七
(
株
)
北
辰
電
気
製
作
所
奈
良
工
場
代
表
者

ク
川
ノ
上
突
抜
町
前

大
森
,
久
司
近
畿
電
気
工
事
(
株
)
社
長

前

ク
今
辻
子
町

田
中
和
弥
(
株
)
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
常
務

ク
法
蓮
町

(
客
年
十
二
月
二
十
六
日
開
催
の
常
議
員
会
に
お
い
て
推
せ
ん

さ
れ
就
任
さ
れ
た
)

.

菓

ク

ク

ク

ク

ク

ク

日
本
生
命
保
険
(
相
)
奈

良
支
社
長

ク

ク

C

会
議
所
活
動
の
推
進
母
体

ク

ヂ

園

.

ク

ク

.

.

ク0
損
保
分
科
会

.

.

ク

.

庵

.

ク

.

.

C

.

ク

部
会
並
び
に
委
員
会
の
新
編
成
を
審
議
す
る
臨
時
議
員
総
会

は
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
日
奈
良
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
部
会

は
十
三
部
会
制
を
十
部
会
制
に
(
商
業
小
売
、
商
業
卸
、
工
業
、

観
光
、
繊
維
工
業
醸
造
、
工
芸
、
建
設
、
理
財
、
交
通
運
輪
)
、

委
員
会
に
つ
ぃ
て
は
新
た
に
(
運
営
、
経
済
政
策
、
中
小
企
業

対
策
、
税
制
金
融
、
商
業
振
興
、
矧
光
推
進
)
六
委
員
会
設
置

.

允

林

.

ヂ

r

.

7

ク

.

庵

食

ク

(
株
)
尾
田
組
社
長

(
株
)
垣
内
商
会
社
長

材
辰
巨
材
(
株
)
相
談
役

所

ク

住

ク

名

ヂ

◎
商
業
小
売
部
会

会
長
福
田
檎
蔵
株
ア
ラ
ナ
ラ
社
長

乱副
部
会
長
阪
本
善
雄
有
常
盤
代
表
者

橋
村
十
え
橋
村
化
粧
品
店
主

ク

田
中
亀
吉
有
森
永
食
堂
代
表
者

ク0
市
場
経
営
分
科
会

◎
商
業
卸
部
会

都

会
長
宮
嶋
善
治
奈
良
宮
嶋
産
業
(
株
)
社
長

副
部
会
長
下
出
久
治
郎
下
出
商
会
社
長

◎
工
業
部
会

部
会
長

副
部
会
長
乾
太
郎
奈
良
明
新
社
社
長

浅
村
恭
三
椿
本
鋼
球
製
造
(
株
)
取

ク◎
観
光
部
会

部
会
長
阪
田
勇
精
宏
軒
代
表
者

ク

ク

店

(
株
)
南
都
銀
行
頭
取

大
谷
証
券
株
奈
良
出
張

所
所
長

白
楓
山

6

名

(

ク雲

ク

鶴

.

品

よ

.

.

堂
屋

.

ク

.

を
決
議
さ
れ
更
に
顧
問
、
参
与
を
別
項
の
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
委

嘱
し
九
こ
と
を
、
報
告
あ
り
散
会
し
九
。

こ
れ
に
伴
う
各
部
会
の
新
正
副
部
会
長
選
任
は
商
業
小
売
部

会
よ
り
逐
次
開
催
、
別
項
の
通
り
正
副
部
会
並
び
に
分
科
会
長

が
決
定
し
九
。

尚
委
員
会
委
員
も
別
項
の
通
り
決
定
を
見
九
。

(

正
副
部
会
長
六
委
員
会
委
員
順
次
決
ま
る

.

ノ

.

菓

.

ク

.

.

ク

.

.

.

副
部
会
長
大
東
善
治

柳
沢
光
雄

ク0
旅
館
分
科
会

分
科
会
長
金
田
芳
文

副
分
科
会
長
斎
藤
忠
男

0
土
産
品
分
科
会

分
科
会
長
松
岡
太
郎

◎
繊
維
工
業
部
会

部
会
長
大
谷
幸
治
郎

副
部
会
長
奥
田
由
三

富
田
富
治

ク◎
醸
造
部
会

部
会
長
今
西
清
兵
衛

副
部
会
長
秋
山
利
市
郎

工

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(
迷
大
和
山
荘
社
長

鹿
屋
代
表
者

(
株
)
魚
佐
旅
館
代
表
取

締
役
株
都
ホ
テ
ル
ク

三
笠
物
産
(
迷
社
長

植
田
蚊
帳
(
株
)
社
長

奥
田
布
帛
(
株
)
会
長

奈
良
敷
物
(
株
)
社
長

.

.

.

.

.

....

◎
工
芸
部
会

部
会
長
綿
谷
仙
治
郎

副
部
会
長
水
谷
嘉
六

古
瀬
尭
三

ク分
斗
会
長
綿
谷
仙
治
R

◎
建
設
部
会

部
会
長
尾
田
利
一

副
部
会
長
垣
内
寛
一

吉
田
辰
雄

ヂ◎
理
財
部
会

部
会
長
赤
坂
頼
磨

副
部
会
長
水
野
八
郎

......

(
株
)
今
西
清
兵
衛
商
店

社
長

、
ソ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ス
キ
ー

(
株
)
専
務

...

.

.

.

.

(
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長

あ
か
し
や
商
店
社
長

赤
膚
焼
窯
元

(
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長

常任顧問に吉川島次氏
ι":;111:^'^11剛'1r:^.ι脚f:「記^'1'1'111;!^制;!冲^ι:

峰

郎

全国推奨観光士産品一覧表

種別

子青丹'よし

東大

大仏飴

奈良名'所煎餅

寺白銀堂商店

三和製菓ぜわ

井上久栄堂

大仏せ心べい

天αン、 原

みむろd受中

寧楽羊かん

ク大仏モかん
ク栗羊九ん

おやさとク
、、、

みゆき印吉野蔦

行法味＼喰

一刀彫木、鹿

木目彫唖

一刀彫奈良人形

奈良市'゜m
大豆山ク 突抜町

ク押上町39

ク北向町16

ク東向南町

ク下清水町

ク春日野町

磯城郡大三輪町

奈良市下三条町

岡崎松光堂

三笠物産(株)

白玉屋栄寿

悔花堂

圭堂

品

工云

森野薬

堂

大和古瓦拓本集桂

井鹿

宇陀郡大宇陀町

奈良市押上町61

ク北風呂町

吉野郡黒滝村

奈良市高円町

ク東向北町

ク北風呂町一刀彫楠木鹿白井鹿

'、」、

ーユ^

脇宏

(引続き推奨期間中の土産品)

^

堂

類別

^

子青丹

ーヨ」.

朋

献上みかさ

拓本天平の甍芸

し 万

東向北町

ーコ^

奈良市東向中町

ク下御門町

桂

^ ^

青丹よし

弔美堂



◎
交
通
運
輸
部
会

部
会
長
菊
池
武
三
郎

副
部
会
長
吉
田
逸
郎

0
旅
客
運
輸
分
科
会

分
科
会
長
杉
本
勝
彦

副
分
科
会
長
高
田
恵
次

0
自
動
車
販
売
整
備
分
科
会

分
科
会
長
森
孝
文

副
分
科
会
長
士
井
博
治

奈
良
ト
ヲ
タ
自
動
車
(
株
)

社
長

日
本
通
運
奈
良
主
管
支
店

支
店
長

◎
運
営
委
員
会
委
員

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ス
キ
ー
(
株
)
専
務

(
株
)
今
西
清
兵
衛
商
店
社
長

近
畿
電
気
工
事
(
株
)
奈
良
支
店
長

垣
内
寛
一

(
株
)
垣
内
商
内
社
長

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
(
株
)
社
長

小
山
合
資
会
社
社
長

近
東
弘
七

共
同
印
刷
工
業
(
株
)
社
長

下
出
久
治

下
出
商
会

郎

橋
本
蔵
治

(
株
)
白
銅
屋
社
長

春
田
明
次

春
田
工
業
(
株
)
社
長

奈
良
敷
物
(
株
)
社
長

富
田
富
治

綿
谷
仙
治

(
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長

郎

◎
経
済
政
策
委
員
会
委
員

赤
坂
頼
磨

(
株
)
南
都
銀
行
頭
取

越
智
岩
太
郎

日
本
染
織
工
業
(
株
)
社
長

小
山
恭

小
山
合
資
会
社
副
社
長

(
株
)
北
辰
電
機
製
作
所
奈
良
工
場

甚
七

一
、オ

代
表
者

1

奈
良
近
鉄
タ
ク
、
ソ
ー
(
株
)

社
長

帝
産
自
動
車
株
常
務
取
締

1

関
西
電
力
(
株
)
奈
良
支
店
長

(
株
)
一
一
栗
相
互
銀
行
社
長

(
株
)
フ
ラ
ナ
ラ
社
長

野
村
証
券
(
株
)
奈
良
支
店
長

日
本
通
運
(
株
)
奈
良
主
管
支
店
長

吉
田
逸
鄭

(
株
)
杉
山
商
店
社
長

杉
山
嘉
一

◎
中
小
企
業
対
策
委
員
会
委
員

合
名
会
長
奈
良
明
新
社

太

郎

奥
田
布
帛
(
株
)
奈
良
工
場

由
三

合
資
会
社
川
合
商
店

弘

上
林
金
属
精
錬
所

安
彦

博
文
堂

合
資
会
社
寿
屋

奈
良
近
畿
日
産
自
動
車
(
株
)
社
長

杉
田
豊
三

(
株
)
平
井
真
美
館
社
長

平
井
竜
一

中
尾
蚊
帳
本
店

中
尾
政
雄

平
岡
孝
太

平
岡
紙
器
工
業
(
株
)
社
長

郎

(
株
)
天
義
堂
社
長

細
田
義
雄

奈
良
宮
嶋
産
業
(
株
)
社
長

善
治

嶋

宮吉
田
辰
雄

材
辰
巨
材
(
株
)
相
談
役

吉
川
産
業
(
株
)
専
務

吉

晃

川
◎
税
制
金
融
委
員
会
委
員

植
田
蚊
帳
(
株
)
社
長

大
谷
幸
治
鄭

岡
本
清
作

岡
本
織
布
(
株
)
社
長

奥
田
竜
一

奈
良
県
竹
材
工
業
(
株
)
社
長

奈
良
車
体
製
造
(
株
)
社
長

高
橋
福
治

(
株
)
鶴
屋
徳
満
社
長

寺
尾
重
吉

(
株
)
浅
沼
組
奈
良
営
業
所
長

奈
良
豊
沢
墾
(
株
)
社
長

(
株
)
三
和
銀
行
奈
良
支
店
長

(
株
)
増
田
商
店
社
長

綿
谷
仙
治
郎

映
光
自
動
車
(
株
)
社
長

(
株
)
ぐ
ツ
ダ
オ
ー
ト
太
尓
良

社
長

(
株
)
あ
か
し
や
商
店
社
長

水
谷
嘉
六

奈
良
市
信
用
金
庫
理
事
長

藤
井
佐
重

幸
信
産
業
(
株
)
社
長

藤
田
三

(
株
)
吉
田
商
店
社
長

吉
田
淳
一

吉
田
蚊
帳
(
株
)
社
長

吉
田
孝
一

◎
商
業
振
興
委
員
会
委
員

荒
木
直
商
店

荒
木
直
三
良

梅
月
堂

植
原
善
信

光
学
堂

臼
井

明

山
喜
産
業
(
株
)
社
長

大
谷
誠
克

岡
本
友
芳
軒

岡
本
栄
一

有
限
会
社
堂
盤

阪
本
善
雄

有
限
会
社
森
永
食
堂

田
中
亀
吉

株
南
口
商
会
社
長

南
口
豊
治

(
株
)
前
田
陶
器
店
社
長

前
田
耕
哉

◎
饌
光
推
進
委
員
会
委
員

(
株
)
大
和
山
荘
社
長

大
東
善
治

精
宏
軒

阪
田

合
名
会
社
い
ろ
は
旅
館

阪
田
富
三

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
(
株
)
社
長

杉
本
勝
彦

帝
産
自
動
車
(
株
)
社
長

高
田
恵
次

谷
井
興
業
(
株
)
社
長

井
友
三

株
旅
館
九
重
社
長

口
貞
次

(
株
)
奈
良
ホ
テ
ル
支
配
人

友
田
御
酒
蔵

三
笠
物
産
(
株
)
社
長

松
岡
太

三
岡
商
事
(
株
)
社
長

三
岡
嘉
三

日
本
交
通
公
社
奈
良
案
内
所
所
長

石
田
正
義

近
畿
日
本
鉄
道
奈
良
駅
駅
長

桷

学
芸
大
学
教
授

国
有
鉄
道
奈
良
駅
駅
長

(
株
)
.
ト
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
常
務

◎
顧
問
参
与

常
任
顧
問

クク

C

ク

奈
良
県
知
事

奈
良
県
議
会
議
長

奈
良
市
長

奈
良
市
焚
=
議
長

近
鉄
社
長

与

ク

吉

島
次

J

越
智
岩
太
郎

杉
本
甚
七

奥
村
太
平

杉
垣
新
太
郎

奥
田
良
三

喜
多
源
平

高
椋
正
次

谷
田
岩
太
郎

佐

白

勇

イ

山
村
県
経
済
部
長

上
田
県
商
工
課
長

恩
田
県
観
光
課
長

橋
本
市
社
会
経
済
部
長

松
田
市
観
光
商
工
課
長

紺
田
奈
良
税
務
署
長

黒
田
奈
良
労
働
基
凖
局
長

ク

9

ー
、

(

クク

ル
^
-
V
い
坪
を
迎
乞
て

^
N
^
、
^
為
・
4
^
^

'
一
.
、
^
:
・
:
'
.
 
J
 
:
"
:
:

ク

室
谷
管和

田
中

8

高
田
恵
次

私
は
常
々
若
い
世
代
の
人
々
に
、
環
境
の
よ
い
職
場
を
持
た

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
年
は
更
に
、
古
い
道
徳
と
新
ら
し

い
営
業
の
セ
ソ
ス
を
以
て
社
会
に
奉
仕
す
る
と
い
う
気
持
を
、

全
従
業
員
に
理
解
し
て
頂
き
、
静
か
な
美
く
し
い
奈
良
の
都
に

協
力
し
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
我
が
社
の

、
示
せ
ノ
帝
産
の
愛
情
運
転
を
"
キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
如
く

墾
て
に
愛
情
を
以
て
接
し
、
一
般
交
通
界
の
模
範
と
な
り
た

い
と
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
(
帝
産
自
動
車
株
常
務
)

上
林
安
彦

和
し
て
(
興
し
て
)
十
年
、
今
日
迄
健
康
に
成
長
さ
し
て
呉

れ
た
最
愛
の
妻
(
事
業
)
に
器
L
つ
＼
す
く
く
育
つ
吾

が
子
の
様
な
事
業
の
子
供
を
、
今
年
あ
た
り
生
ん
で
見
た
い
初

夢
を
見
る
。
(
上
林
金
属
所
長
)

(

゛
[
ー
】
】
}
ー
}
)
、
イ
ー
)
】

ー
」
J

(

(
到
着
順
)

1
 
L
 
/
 
J
 
)
「
ノ
ノ
、
、
〕
ー

に
も
、
輸
入
品
の
一
切
販
売
を
行
な
わ
な
い
様
、
業
者
の
皆
さ

ん
に
お
呼
か
け
い
た
し
た
い
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。
(
(
株
)
天

義
堂
社
長
)

寅
年
の
新
年
を
迎
へ
て
想
ふ
事
は
、
金
融
引
き
締
め
即
ち
基

盤
作
り
も
、
三
月
を
山
と
し
て
、
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ぱ
虎
児
を

得
ず
邁
進
す
べ
き
だ
。
久
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長
)

越
智
岩
太
良

昔
は
正
直
で
勤
勉
で
あ
れ
ぱ
、
成
功
疑
ひ
な
し
と
云
は
れ
た

も
の
で
し
た
が
、
現
在
の
如
き
競
争
激
烈
な
る
社
会
で
は
、
こ

れ
に
加
ふ
る
に
和
協
と
専
ら
新
分
野
の
開
拓
に
努
め
、
常
に
一

歩
前
進
あ
る
の
み
で
す
。
(
日
本
染
織
工
業
(
株
)
社
長
)

藤
泰
次

加

始
め
て
の
奈
良
勤
務
で
や
り
た
い
こ
と
沢
山
、
ま
ず
何
よ
り

も
良
質
豊
一
員
低
廉
な
電
気
供
給
で
、
地
域
経
済
発
展
へ
サ

ー
ビ
ス
を
。
(
関
電
株
奈
良
支
店
長
)植

原
善
信

倍
増
景
気
だ
何
だ
と
め
ま
ぐ
る
し
い
年
を
お
く
り
、
今
年
は

外
貨
事
情
の
悪
化
等
か
ら
急
激
な
金
、
づ
ま
り
の
年
を
迎
え
た
が

景
気
変
動
の
恐
怖
過
剰
に
お
び
え
る
こ
と
な
く
、
今
年
こ
そ
一

番
経
営
を
ひ
き
し
め
て
更
に
飛
躍
の
年
と
し
た
い
。
(
梅
月
堂
)

臼
井

昭

時
代
は
進
む
自
然
に
進
む
、
で
も
我
々
の
考
え
方
は
時
代
に

そ
つ
て
進
む
べ
き
な
の
に
遅
い
感
が
あ
る
。
も
つ
と
眼
を
大
き

く
見
開
い
て
先
輩
の
人
の
語
に
耳
を
か
た
む
け
る
と
同
時
に
、

若
い
人
の
考
え
方
も
勉
強
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
社
会
の
中
堅
層

に
属
す
る
私
達
は
、
力
を
合
せ
て
日
本
の
興
隆
に
進
ま
ね
ば
な

細
田
義
雄

貿
易
の
自
由
化
に
備
へ
て
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
国
産
品

愛
用
運
動
を
提
唱
愈
々
奈
良
商
工
会
議
所
に
於
か
れ
ま
し
て
も

大
森
会
頭
を
支
部
長
と
し
て
支
部
を
設
け
、
相
呼
応
L
て
国
家

経
済
安
定
の
た
め
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
か
け
ら
れ
る

事
に
な
り
、
ま
た
、
私
達
文
具
万
年
筆
事
務
機
器
の
販
売
す
る

も
の
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
自
由
化
に
と
も
な
い
、
外
国
品
の

輸
入
さ
れ
る
事
は
。
必
至
で
あ
り
ま
す
が
、
経
済
安
定
の
た
め

＼

谷谷
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ら
な
い
。
人
と
人
と
の
和
を
第
一
に
考
え
合
せ
、
次
の
世
代
に

力
た
す
責
任
を
自
ら
が
感
じ
こ
れ
を
実
行
に
う
つ
し
、
そ
し
て

ま
つ
と
ぅ
せ
ね
ぱ
日
本
人
と
し
て
人
間
生
活
を
お
く
る
価
値
が

な
い
で
せ
う
。
和
を
第
一
に
今
年
は
又
元
気
で
進
み
九
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
(
光
学
堂
)

下
出
久
治
郎

年
初
に
当
り
、
私
の
健
康
保
持
は
勿
論
、
当
社
全
員
の
保
健

と
企
業
体
の
健
康
増
進
を
専
一
に
、
金
融
引
締
め
影
響
下
の
経

済
界
の
荒
浪
を
悠
々
乗
り
切
れ
る
様
、
真
剣
に
取
組
ん
で
、
下

出
丸
船
長
の
役
割
と
、
<
業
を
通
し
て
の
社
会
率
仕
を
果
L
度

い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
(
下
出
商
会
)富

田
富
治

所
得
倍
増
と
W
景
気
に
明
け
ー
た
去
年
を
瓢
み
て
、
こ

う
し
た
流
れ
に
私
も
従
業
員
優
遇
を
と
り
上
げ
て
き
た
が
、
中

小
企
業
が
高
貨
金
の
上
に
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
の
課
題

が
残
る
。

私
は
戦
後
景
気
の
消
長
に
動
ず
る
こ
と
な
く
、
国
の
繁
栄
は

輪
出
振
興
に
あ
り
と
、
こ
の
十
五
年
間
券
と
し
て
只
一
筋
に

輸
出
用
敷
物
の
生
産
に
励
ん
で
き
た
が
、
こ
の
信
念
に
ょ
つ
て

今
年
も
生
産
倍
増
で
大
い
に
外
貨
を
獲
得
L
労
使
相
共
に
配
分

の
喜
び
を
実
現
し
た
い
。
(
奈
良
敷
物
(
株
)
社
長
)

小
山
栄
三
郎

本
年
は
基
礎
を
固
め
る
年
と
致
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま

す
。
日
本
の
経
済
は
過
去
の
高
成
長
の
M
、
国
際
収
支
の
赤

字
等
、
経
済
の
ピ
ン
チ
に
立
つ
て
居
り
ま
す
。
従
つ
て
本
年
度

は
経
済
の
建
て
直
し
の
年
に
当
る
と
思
し
ま
す
。
我
々
経
営
者

に
と
つ
て
は
こ
の
様
な
経
済
情
勢
を
バ
ツ
ク
と
し
て
、
高
成
長

を
計
る
よ
り
も
、
基
隣
建
て
値
L
を
行
い
、
将
来
の
躍
誓

備
へ
た
い
と
存
じ
、
ひ
と
り
経
済
的
な
面
の
み
な
ら
ず
総
ゆ
る

面
で
今
一
度
自
己
を
見
詰
め
工
確
か
り
地
に
根
を
下
す
年

と
致
L
度
V
と
存
じ
ま
す
。
(
小
山
合
資
社
長
)

大
森
徳
兵
衛

戦
後
経
済
の
足
ど
り
を
顧
み
て
、
景
気
変
動
が
周
期
的
作
用

か
ど
ぅ
か
は
別
と
し
て
、
貿
易
の
自
由
化
率
九
0
%
を
背
景
と

し
て
楽
観
を
許
せ
な
い
新
年
を
迎
え
た
。

伝
え
ら
れ
る
三
月
危
機
を
乗
り
切
つ
て
着
実
に
社
業
発
展
に

尽
L
た
し
。
(
近
畿
電
気
(
株
)
奈
良
支
店
長
)

垣
内
藤
一
郎

本
年
は
試
練
の
年
で
あ
り
、
基
礎
安
定
の
年
で
あ
る
。

信
用
を
重
ん
じ
確
実
を
旨
と
す
る
。
分
限
を
知
り
、
努
力
を

統
け
、
来
る
べ
き
好
期
に
備
へ
た
い
。
(
(
株
)
垣
内
商
会
社
長
)

〆

豊
沢
儀
雄

本
年
は
寅
の
年
で
非
常
に
難
か
し
し
年
と
思
は
れ
ま
す
か
ら

経
済
界
も
充
分
慎
重
に
健
全
経
営
に
踏
み
切
り
百
年
の
大
計
を

建
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
は
れ
ま
す
。
久
株
)
豊
沢
酒
造
社
長
(

晃

吉

川

例
年
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
新
し
い
景
気
の
予
祭
云

々
さ
れ
る
。

先
輩
諸
賢
の
音
首
ル
に
ょ
る
と
、
昭
和
三
十
七
年
度
は
ど
ぅ
も

期
待
の
薄
い
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
致
し
て
し
る
様
で
あ
る
。

景
気
や
相
場
の
予
想
は
幾
ら
科
学
的
に
判
断
し
て
も
、
そ
れ

が
百
%
当
る
も
の
で
な
V
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
こ
の
一

年
間
、
私
は
現
在
置
か
れ
て
V
る
企
業
の
身
分
を
よ
く
反
省
し

つ
＼
社
業
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
地
味
な
努
力
を
重
ね
て

み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
(
奈
良
吉
川
産
業
(
株
)
専
務
)

今
西
清
兵
衛

干
支
、
寅
に
因
ん
で
、
猛
虎
千
里
の
籔
を
行
く
意
気
込
み
で

下
り
坂
景
況
を
乗
り
こ
え
て
、
景
況
回
復
一
日
も
早
か
ら
ん
こ

と
を
念
願
し
、
経
済
人
の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
つ
て
お
り
ま
す
。
(
春
鹿
醸
造
元
)

健
康
で
あ
る
こ
と
の
価
値
を
知
り
無
上
の
喜
び
と
篇
を
し

つ
つ
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
心
気
一
転
、
三
月
危
機
も
元
気
に
の
り
越
え
て
、
忙

中
忙
の
な
か
に
社
業
に
専
念
、
併
せ
て
友
愛
と
社
会
に
奉
仕
す

る
口
ー
タ
リ
ー
精
神
に
徹
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
し
ま
す
。
(
小

山
合
資
副
社
長
)

福
田
楢
蔵

奈
良
市
商
1
業
者
の
会
議
所
と
し
て
の
新
発
足
に
際
L
、
商

業
小
売
部
会
長
と
し
て
皆
様
よ
り
ビ
推
挙
頂
き
、
お
引
受
け
し

た
以
上
は
、
会
議
所
会
員
の
み
で
な
く
、
市
内
四
千
五
百
小
売

業
者
を
対
象
と
し
て
、
新
し
い
運
営
、
施
策
を
こ
う
じ
て
行
き

度
し
と
思
つ
て
居
り
左
す
。

走
り
ゆ
く
ぎ
ょ
う
道
の
火
の
一
つ
見
ゆ
(
南
圃
)

(
(
株
)
フ
ラ
ナ
ラ
社
長
)
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.
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瓜
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⑨
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岡
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⑪
企
二
十
八
U
 
商
店
関
係
労
務
管
理
研
究
会
釜
所

出
席
福
田
彬
議
員
外
七
名

小
規
模
事
業
指
導
費
相
院
尿

腰
形
坂
.

劃
卸
翻
曾

私

小
山

四
、
相
談
業
務

①
十
児
十
一
Π

尖
宍
複
旧
企
副
減
税
巾
詰
相
談
所
開
設
於
当
所

国
民
金
融
公
那
、
大
阪
国
税
局
奈
央
協
議
団
支
部

」

暖
、

.

'

.

.
ー
'

・
、
、
,
M
、
,
亀

.
一

制

降
1
や

11

即
聡
終

:
・
一
.
、
.
'
、
、
畷

.

~
＼

'

.'

.ゞ乳

『」■

、"ー

写'

^,含
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^
.
^
,
^
^
^
^
^
、
・
^
^
^

②
十
一
月
二
日
年
末
衡
瓢
相
誘
開
設
於
当
所

国
民
金
融
公
庫
奈
良
支
所
県
信
用
保
証
協
会

誤
件
數
一
三
件
斡
綻
金
頴
九
四
0
万
円

⑧
十
一
月
六
日
同
上

同
上
相
談
員

相
談
件
数
八
件
斡
族
金
額
二
四
七
万
円

④
十
一
月
十
五
日
年
末
税
務
相
談
所
開
設
於
当
所

大
阪
国
税
局
恊
議
団
奈
良
支
部

橿
郁
万
太
郎
、
中
井
英
一
両
氏

相
談
件
放
五
件

⑤
十
一
河
十
六
U

井
詐

商
標
相
談

相
談
員
蔦
耶
井
哩
士

相
談
件
数
閣
件

⑧
十
一
月
十
七
日
経
営
労
務
相
談

相
談
員
松
井
径
営
士
.

相
談
件
数
三
件

其
の
他
一
般
相
談
取
扱

法
規
袈
一
件
経
営
相
竺
才
資
材
相
談
一
件

窃
相
壁
件
金
融
相
壁
牛

受
験
者
二
八
名
合
格
率
、
 
0

②
十
月
二
十
二
日
第
四
三
回
珠
算
検
定於

奈
良
、
高
田
、
宇
陀

受
験
者
一
、
三
二
名
合
格
皐
毛
マ
六
%

⑧
十
一
月
十
二
日
第
二
回
書
写
能
力
検
定
試
験絵

井
烹
学
校

全
二
十
一
日
同
審
査
会

<
、
当
π

受
験
者
四
二
九
、
合
格
者
一
三
四
合
格
率
三
一
.
ニ
%

④
十
一
月
十
九
日
第
十
五
回
簿
・
器
定
試
験於

奈
良
商
工
高
校

受
験
者
一
四
二
合
格
者
五
九
合
格
率
四
一
.
三
%

⑤
十
一
河
二
十
六
日
①
第
十
二
回
計
算
尺
検
定
試
験

於
奈
良
商
工
高
校

受
験
者
四
二
六
合
格
者
一
四
一
合
格
率
三
二
.
一
%

②
第
五
回
全
国
計
算
尺
競
技
大
会
奈
良
県
予
選

参
加
者
八
名
選
手
候
補
者
四
名

五
、
取
引
紹
介
証
明

①
取
引
韶
介
証
明
十
月
分

国
内
取
引
船
介
一
五
一
件
国
内
向
証
明
一
五
件

国
外
取
引
紹
介
二
0
件
国
外
向
証
明
二
0
件

②
取
引
紹
介
証
明
十
一
月
分

国
内
取
引
紹
介

国
外
取
引
紹
介

五
二
件
国
内
向
証
明
六
件

五
件
国
外
向
証
明
八
件

六
、
商
工
技
術
検
定

①
九
月
二
十
四
日
第
一
鼎
務
職
員
検
定

於
^
ぶ
良
商
^
高
^

31

観
光
士
産
品
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ソ
ー
タ
イ
ヤ
(
株
)(

仙
台
市
南
町
)

豊
栄
堂

ソ
ビ

(
北
海
道
陽
温
泉
)

橋
本
猛

(
佐
賀
市
千
代
田
町
)

田
中
円
吉
(
広
島
県
佐
伯
郡
沖
美
町
)

ソ
用
鋼
球
山
陽
マ
ー
カ
ソ
タ
イ
ル
製
造
所

(
神
戸
市
生
田
区
長
狭
通
)

(
姫
路
市
威
徳
寺
町
)

木
製
三
宝

扇
子

ボ
ー
レ
ペ

墨下
駄
鼻
緒

買
希

一
刀
彫

Nビ
ニ
ー
ル
板

生
哩
帯

も
ち
い
ど
の
商
友
会
簡
易
診
断
の
実
施

銘
菓

生
花

檜
細
製
品

埴
輪
(
ハ
ニ

山
下
傘
店

永
昌
貿
易
株
式
会
社(

神
戸
市
葺
合
区
琴
緒
町
)

(
山
口
県
佐
波
郡
徳
地
町
)

(
福
岡
県
八
女
山
)

(
滋
賀
県
米
原
町
)

当
所
巡
回
経
~
驫
座
の
一
環
と
し
て
も
ち
い
ど
の
商
友
会
の
各
商
店
に
つ
い
て
十
一
月
七

円
、
八
Π
、
九
日
、
十
日
の
四
日
、
間
、
奈
良
短
期
大
学
助
教
授
橋
爪
勝
次
氏
を
中
心
に
、
当

竜

所
経
営
改
善
普
及
員
四
名
が
簡
易
診
断
(
六
六
店
)
を
な
し
、
十
一
阿
二
十
一
日
も
ち
い
ど

の
商
友
会
々
所
に
於
て
講
評
会
を
開
催
致
し
ま
し
六
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で

、し

あ
り
ま
し
九
が
他
商
店
街
に
於
て
も
御
参
考
に
し
て
頂
く
共
通
点
が
あ
る
と
存
じ
本
誌
に
集

録
致
し
ま
し
六
。

察
の
上
交
通
噸
音
、
営
業
騒
音
の
減
殺
消
音
に
、

又
広
告
看
板
の
掲
揚
に
当
つ
て
の
美
観
風
致
の
緋

持
に
御
恊
力
を
お
即
い
し
た
し
ま
t
。

1

望福
岡
中
小
企
業
相
談
所

唐
津
観
光
旅
館
協
組

富
岡
製
作
所

東
京
文
化
セ
ソ
タ
ー

(
東
京
都
千
代
田
区
神
田
初
保
町
)

.

弓

阪
本
末
雄

八
女
商
工
会
誘

中
島
省1

ワ
)
全
国
名
産
振
興
会

(
京
都
市
東
山
区
古
門
前
通
り
)

ー
,
)
ー
ー
ー
ー
ー
、
ι
 
1
 
-

.

.蹴

.

.

.

.
甲
.

C

、
.

1
'

売
希
望

鉄
工
金
物
製
品

菓
子
製
造
材
料

傘
材
料

会

C

)
、
 
f
 
〕
)
、

(
唐
津
市
千
代
田
町
)

(
行
田
市
長
野
)

△
着
眼
点
1
按
客
態
度
と
店
舗
備
成
の
二
つ
に
し
ぼ
り
、
あ

り
の
ま
、
の
姿
を
と
ら
え
る
た
め
診
断
員
ば
客
に
な
り
す
ま
し

て
、
店
員
や
店
主
に
気
.
つ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
接
ナ
症
度

で
は
①
店
員
は
客
の
は
い
り
や
t
い
位
貿
に
い
る
か
ど
ぅ
か
②

」
^
待
の
よ
う
す
^
^
品
知
滋
を
身
に
つ
け
て
し
る
か
ど
ぅ
か
、

恬
舗
構
成
で
は
照
明
と
陳
列
に
再
一
を
置
き
①
陳
列
ケ
ー
ス
と

売
り
台
は
客
の
は
い
り
や
す
く
主
た
最
近
重
視
さ
れ
て
い
る
「

出
^
^
し
^
よ
う
に
^
中
^
さ
^
て
い
る
^
ど
ぅ
^
^
^
一
^
^
、
肇

の
利
用
は
じ
ゆ
う
ぶ
ん
か
③
価
格
の
祭
は
力
か
り
や
t
く
な

つ
て
い
る
か
、
な
ど
を
開
べ
た
。

△
診
断
結
宋
1
-
、
商
店
街
と
し
て
も
う
一
歩
団
結
、
か
ほ
し

、
0

,
藺
店
街
暴
栄
あ
つ
て
、
)
そ
白
分
の
店
も
栄
え
る
と
し
う

、こ
と
瓢
や
て
ほ
し
し
。
外
共
の
統
一
が
入
ら
れ
ず
、
看
板

な
ど
も
弁
店
バ
ラ
バ
ラ
の
感
じ
だ
。

^
、
^
.
^
^
^
の
内
^
市
、
^
^
^
^
さ
^
て
い
る
の
^
^
ψ
^
吊
二
月

ざ
わ
り
で
、
一
需
店
街
の
名
に
か
か
わ
る
。
店
に
ょ
つ
て

は
奔
に
'
と
ぅ
せ
ん
ほ
"
の
形
に
な
つ
て
お
り
、
主
た
客
が

小
田
正
商
店
(
大
阪
市
東
区
紀
伊
国
町
)

。
ホ
リ
】
(
株
)
(
大
阪
市
都
島
区
高
倉
町
)

大
黒
洋
傘
株
式
会
社

(
大
阪
市
東
区
南
久
宝
寺
町
)

,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
゛
ー
ー
ー
」

、

{
/
 
L
 
イ
t
 
1
 
t
 
イ
ー
弌
【
ー
(
/
〕
イ
 
J
{
ー
イ
 
t
 
イ
ト
ー
ー
゛
 
j
 
{
ー
」

、

)
、
、
)
)

1
 
X
 
【
 
X
 
、
[
 
1
 
X
 
X
 
入
、
 
1
 
X
-
 
X
 
X
 
S
 
{
ー
イ
ー
 
S
 
1
 
、
j

)
)
f
 
、
/
 
j
 
1
 
、
゛
、

)
)
、
)
)
)
)
)
万

}
)
】
)
)
,

(

う
つ
か
り
さ
b
つ
て
倒
れ
で
も
す
れ
ば
ウ
ィ
ン
ト
ー
ガ
ラ
ス

を
こ
力
t
お
そ
れ
も
あ
る
。

一
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
古
び
て
尻
根
が
う
t
暗
い
感
じ
な
の
で
〒

急
に
改
裴
す
べ
き
だ
。

弌
陳
列
、
照
明
の
点
で
は
①
裸
電
球
が
多
い
の
は
感
心
L
な

゛

し

ウ
ィ
ン
ド
ー
の
ガ
ラ
ス
に
反
射
し
て
な
か
の
商
品
が
見

え
に
く
L
例
ガ
名
し
②
店
の
奧
半
分
の
照
明
壽
く
、
奥
ま

で
客
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
く
ふ
う
が
な

6

し

一
女
子
店
員
の
接
姦
度
が
男
子
店
員
よ
り
目
立
つ
て
悪

会
員
各
位
の
白
主
的
な
御
協
力
を
お
願
い
九
し

ま
す
。此

の
運
動
の
趣
旨
は
、
最
近
奈
良
市
内
の
騒
音

は
ま
す
ま
す
激
L
さ
を
加
え
つ
、
あ
り
、
騒
'
音
か

ら
受
け
る
生
理
的
、
心
理
的
負
担
は
、
市
民
の
健

康
を
む
し
ば
み
、
能
率
を
低
下
さ
せ
、
市
民
生
活

の
老
威
と
な
り
つ
X
あ
り
、
更
に
美
観
、
風
致
の

面
に
お
い
て
も
一
部
の
不
心
得
な
人
々
の
背
将

為
に
ょ
り
、
伝
統
を
誇
る
蚕
の
風
物
と
は
全
く

対
照
的
な
見
芒
し
い
怯
状
を
呈
す
る
こ
と
が
林
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
等
の
騒
音
や
汚
点
を
抑
制
排
除
L
て
市
民

の
健
康
巻
守
り
静
か
た
そ
し
て
美
し
し
、
住
み
心

地
の
良
し
町
に
す
る
こ
と
は
、
市
民
全
体
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
責
任
で
あ
り
、
早
急
に
対
処
L
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
し
重
要
な
闇
題
と
な
つ
て
き
ま
し

、
0

L一
、
商
店
街
全
体
の
問
題
と
し
て
①
店
舗
改
造
は
三
年
に
一
度

は
行
な
う
こ
と
か
望
主
し
し
。
そ
れ
が
で
き
な
げ
れ
ば
大
規

共
模
様
替
え
を
や
つ
て
客
を
引
き
つ
け
る
く
ふ
う
が
ほ
し

店
舗
改
造
に
当
つ
て
は
、
陣
列
の
や
り
力
で
狭
い
間
訂

、
 
0

L、
広
く
見
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
②
業
種
別
に
店
舗
の
数
を

再
検
子
す
る
必
要
が
あ
る
。
洋
品
店
が
六
六
店
中
、
一
五
店

で
は
多
す
ぎ
る
。

i
 
、
、
'
 
L
 
弔
 
1

'
J

此

)
)

)
)
)
)
】そ

こ
で
市
民
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
方
面
の
理

解
と
恊
力
の
も
と
に
、
町
を
静
か
に
美
L
く
ナ
る

運
動
を
展
開
L
て
、
国
際
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
伝
統
あ
る
古
都
を
斜
持
建
設
し
よ
う
。
と
云
う

こ
と
で
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ノ、

◇まちを静かに美しくい仁しましょう◇
^^゛^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^'

オト

貝
各
、

しこ
於
カ、
れ
主
し
て
も

右
ヒニ

御
ーーー^

九
0

1取

《

il、、

ノ

、

J
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本
講
は
、
去
る
十
一
月
十
八
日
、
ψ
U
所
で
、
藤
井
先
生
を
お
招
き

し
て
、
最
近
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ヅ
プ
さ
れ
た
本
問
題
に
つ
い
て
研
究
し

入し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
大
方
の
御
参
考
ま
で
に
掲
載
致
し
ま
す
0

今
後
も
こ
の
様
な
専
門
的
な
講
習
^
本
を
開
催
し
て
行
く
^
に
な
つ

て
お
り
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い
御
出
席
下
さ
0

い

牙
.

.

,
. .

利
益
管
理
と
資
本
利
益
率

一
、
利
益
管
理
と
は
何
か

、利
益
訂
画
と
利
益
統
制
を
綜
合
し
た
も
の
を

利
蕪
昌
哩
と
し
う
。

台
利
益
計
画
利
益
目
標
却
抗
懸
心
L
、
こ
の

伺
標
利
益
を
あ
げ
る
た
め
に
生
産
皈
売
等

の
諸
計
画
力
抗
堅
疋
t
る
こ
と
。
「
目
標
利

益
の
た
め
の
禽
」

同
罰
益
統
制
利
益
禽
を
可
能
に
す
る
た

め
様
券
設
定
、
標
準
と
織
と
の
差

異
分
析
、
差
異
の
除
去
な
ど
が
利
益
統
制
。

、一
、
利
益
計
画

圃
目
標
利
益
の
決
定

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
発
衾
さ
れ
た
経
済

同
友
会
の
「
わ
が
里
讐
に
お
け
る
経
営

脊
拠
疋
の
実
態
」
に
つ
い
て
の
二
二
九

社
の
綱
査
蝦
告
に
ょ
れ
ば
、
目
標
利
益
の

と
ら
え
力
は
次
の
加
き
状
況
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

売
上
高
利
益
率

で
.
t
サ
゛
ぢ
鯲
、
"
で

、

、
、
、
脊

利
益

:
■
,
.

a
 
・
ξ
父
:
『
"
り
ノ
?
、
t
:
イ

1
涯
匪
打
計
斗
が
談
河
言

X
血
慈
捧
"
竺
獣
欄

い
X
か
え
れ
ば
求
め
る
利
益
加
管
華
は
、

目
標
資
本
利
益
率
系
険
価
と
資
本
の
比

率
を
乗
じ
て
計
算
t
る
こ
と
が
出
来
る
。

鼎
備
投
資
計
画
採
択
の
指
標
と
し
て
の
資

本
利
益
率
の
効
用

新
設
備
投
資
を
内
容
と
す
る
讓
つ
か
の
プ

ニ
エ
ク
ト
を
評
価
す
る
た
め
に
個
ん
の

プ
ロ
チ
エ
オ
ト
の
資
択
利
益
率
を
算
定
し

そ
の
利
益
率
の
よ
り
良
い
も
の
を
採
本
す

る
。

、
,
霜
、

.

竺
獣
言
粒
欄

一
貌
本
利
蕪

二
Q
 
O
%

一
饗
本
回
転
率

六
.
七
%

爪
倫
定
資
産
回
転
率
二
.
 
0
%

運
転
資
産
利
益
率

三
.
 
0
%

そ
の
他

エ
.
三
%

無
回
答

三
.
 
0
%

計

-
 
0
0
.
 
0
%

上
記
の
稠
査
結
果
に
ょ
れ
ぱ
我
が
国
に
お
い

て
は
売
上
高
利
益
率
を
と
つ
て
い
る
も
の
が
圧

倒
的
に
多
い
が
、
売
上
高
利
益
率
(
1
)

,
目
斤
訓

は
資
本
面
を
完
全
に
包
括
す
る
こ
と
が
出
来
な

V
の
で
一
面
的
な
利
益
の
と
ら
え
方
で
あ
る
。

利
益
は
資
本
の
投
下
運
用
に
ょ
つ
て
生
ず
も
の

で
あ
る
か
ら
資
本
利
益
率
に
ょ
る
こ
と
が
利
益

計
画
日
的
か
ら
は
よ
り
望
ま
し
い
。
以
下
資
本

利
益
率
に
ょ
る
目
標
利
益
の
求
め
方
を
説
明
す

る
。

U
:
,
、
峠
一
一
獣

資
本
利
益
率
(
§
)
は
い
ろ
い
ろ
に
計
算

さ
れ
る
。
し
か
L
乍
ら
使
用
資
本
の
全
体
を
管

理
す
る
目
的
の
た
め
に
は
使
用
資
本
は
貸
借
対

照
表
の
借
方
に
示
さ
れ
て
い
る
資
産
徐
合
計

と
し
て
求
め
、
利
益
は
他
人
資
本
に
対
す
る
支

払
利
息
を
控
除
す
る
前
の
利
益
が
用
い
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
資
本
と
利
益

の
割
△
口
は
総
資
本
利
益
率
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は

資
本
運
用
に
関
す
る
経
営
業
痘
を
示
す
こ
と
に

湾
御
'

1

最
低
目
標
資
本
利
益
率
企
業
の
使
用
す

る
資
本
は
そ
の
平
均
的
な
資
本
コ
ス
ト
を
上

ま
わ
る
利
益
を
あ
げ
る
よ
う
に
運
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
V
。
こ
の
こ
と
は
期
末
貸
借

欝
表
に
ょ
つ
て
予
定
さ
れ
る
使
用
資
本
の

金
額
に
対
L
て
設
定
せ
ら
れ
る
目
標
資
本
利

益
率
は
少
な
く
と
も
資
本
コ
ス
ト
を
上
ま
わ

る
よ
う
に
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
V
。

こ
の
為
利
益
計
画
に
お
い
て
は
企
業
の
資
本

コ
ス
ト
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
の
平
均
的
な
資
本
コ
ス
ト
は
期
末
貸
借

対
照
表
に
予
定
さ
れ
た
企
業
の
資
本
構
成
と

資
本
の
種
頚
ご
と
の
コ
ス
ト
に
ょ
つ
て
計
算

さ
れ
る
。
い
ま
の
企
業
の
資
本
構
成
を
自
己

資
本
二
0
%
有
利
子
他
人
資
本
四
0
%
無
利

子
他
人
資
本
四
0
%
と
し
、
自
己
資
本
コ
ス

一
五
%
有
利
子
他
人
資
本
コ
ス
ト
ー
0
と

トみ
て
、
こ
れ
を
計
算
t
れ
ば
次
の
よ
う
に
一

0
%
と
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
最
低
目
標
資

本
利
益
率
で
あ
る
。

自
己
資
本
コ
ス
ト
X
二
X
自
己
資
本
比
率

十
有
利
子
他
人
資
本
コ
ス
ト
X
有
利
子
他

人
資
本
率
・
平
均
資
本
コ
ス
ト

一
五
%
X
二
X
二
0
%
十
-
0
%
X
四
0

%
・
-
 
0
%

こ
X
に
自
ご
資
本
と
は
資
本
金
と
留
保
利
益

の
総
額
で
あ
る
が
、
資
木
凖
備
金
や
再
評
価

積
立
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
額

を
も
含
め
る
。

自
己
資
本
コ
ス
ト
の
一
五
%
を
二
倍
し
て
い

る
の
は
、
法
人
税
(
又
は
所
得
税
)
な
ど
利

益
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
税
金
を
考
え
て
い

る
。

②
希
望
目
標
資
本
利
益
率
希
望
利
益
配
当

領
希
望
社
内
留
保
額
、
役
員
賞
芋
予
定
額

及
び
点
各
頃
に
見
合
う
税
額
な
ど
か
ら
希

望
利
益
額
を
求
め
使
用
資
本
と
の
関
係
か
ら

資
本
利
益
率
を
求
め
る
。

次
に
資
本
利
益
率
を
売
上
高
を
媒
介
と
し
て

分
析
す
る
と
次
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る

五
四
.
 
0
%

の
実
韻
、
同
業
谷
社
の
資
木
利
益
率
、
経
済
予

市
場
謝
査
等
を
参
考
と
し
て
、
 
N
街

、
測及

び
②
の
範
囲
内
に
お
い
て
述
成
可
野
最

高
利
益
計
画
が
樹
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
へ
ぱ
最
低
目
棟
資
本
利
益
率
と
希
望
月
標

利
益
条
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ニ
%
二
0
%
と
与
え

ら
れ
た
場
合
、
具
休
的
利
益
計
画
に
お
け
る

売
上
局
利
益
、
資
木
が
次
の
数
値
で
あ
る
と

仮
定
L
た
場
合
は
達
成
可
能
な
標
凖
目
標
利

益
率
は
一
五
%
で
あ
る
。

売
上
商
一
五
、
 
0
0
0
、
 
0
0
0
円

七
五
0
、
 
0
0
0
円

'
ー
,
」
!
ー
ー
ー
ー
ー

tC

ー
"
ト
ー
X
1
"
削
一
訓
述
露

同
業
他
社
の
売
上
矩
、
利
益
、
資
本
が
判

明
L
て
い
る
場
合
は
、
資
本
利
益
率
の
分

析
を
通
じ
て
変
動
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
具
休
的
な
例
を
示
し
て
み
ょ
う
。

こ
れ
は
三
社
が
同
じ
業
種
に
属
L
て
い
る

が
A
社
が
二
0
%
の
資
本
利
益
率
を
示
し

て
し
る
の
に
た
ヤ
L
、
 
B
社
と
C
社
は
力

ず
か
一
%
の
資
本
利
益
率
L
か
示
L
て
い

な
し
の
で
、
そ
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
か

を
知
り
た
い
と
し
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
利
益
の
金
額
と
資
本
の
金
額
だ
け

で
は
A
社
と
そ
の
他
の
二
社
と
の
規
模
が

鵠
X
城
卦
竺
臥
慨

(
糖
卦
談
欄
)
(
削
』
讐
猷
劉
)
(
撥
別

回
貢
偶
)

こ
の
よ
う
に
資
本
利
益
率
と
い
う
数
値
は
、

そ
の
う
ち
に
利
益
、
売
上
高
(
操
業
度
)
資

本
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
要
素
を
含
ん
で
い

る
。
こ
X
に
こ
の
数
値
の
抜
き
か
た
い
重
要

性
を
持
つ
理
由
が
あ
る
。

そ
こ
で
予
定
使
用
資
本
と
売
上
高
、
利
益
の

相
互
関
係
か
ら
売
上
が
こ
の
く
ら
い
の
と
き

に
は
使
用
資
本
は
こ
の
く
ら
い
に
納
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
、
利
益
は
こ
の
く
ら
い
に
な

る
。
そ
う
い
つ
た
全
体
的
な
わ
く
を
組
む
こ

と
が
利
益
計
画
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
資
本
、

売
上
高
、
利
益
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
過
去

売
上
高

木
利
益
率
の
分
析

A
 
社

一
,
0
0
0
、
8
0
円

-
0
0
、
0
0
0
円

五
0
0
、
0
0
0
円

-
0
%

0
0
)二

売
上
利
益
*

(
第
二
欄
/
第
一
欄
X
-

資
木
回
転
率

(
第
一
樹
/
第
三
欄
)

投
下
資
本
利
益
率

(
第
四
欄
/
第
五
棚
)

41
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B
社
と
C
社
は
そ
れ
ぞ
れ
利
益
の
金
額
と

資
本
の
金
額
が
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
、
 
A
社

に
く
ら
べ
て
そ
の
資
本
利
益
率
が
低
ヤ
の

は
同
じ
事
誓
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が

こ
の
考
え
方
は
つ
ぎ
に
の
べ
る
よ
う
に
誤

つ
て
い
る
。

営
業
規
模
を
測
定
す
る
た
め
に
売
上
と
い

う
要
素
を
導
入
t
れ
ぱ
、
よ
り
徹
底
的
な

分
析
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
。
 
B
社
も

A
社
も
売
上
利
益
率
の
点
で
は
同
じ
で
、

い
ず
れ
も
そ
の
利
益
は
売
上
高
に
た
い
し

-
0
%
で
あ
る
。
し
か
L
B
社
は
A
社
に

く
ら
べ
て
資
本
回
転
率
が
い
ち
じ
る
し
く

低
い
。
 
A
社
は
資
本
一
円
で
毎
期
二
円
の

売
上
を
し
て
ヤ
る
の
に
対
L
、
 
B
社
は
資

本
一
円
で
毎
期
-
0
銭
の
売
上
を
し
て
い

る
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
分
析
者

が
B
社
の
資
本
を
注
・
龝
く
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

会
社
は
棚
卸
資
産
を
必
要
以
上
に
も
つ
て

い
な
い
か
。
受
取
債
権
は
迅
速
に
回
収
さ

れ
て
し
る
か
。
あ
る
し
は
A
社
は
、
 
B
社

が
固
定
資
産
を
取
得
し
た
と
き
よ
り
、
物

価
の
安
し
と
き
に
、
そ
の
固
定
際
を
取

得
L
て
い
な
い
か
。
こ
れ
に
た
V
し
て
C

社
の
資
本
回
転
率
は
、
 
A
社
の
そ
れ
と
ま

つ
た
く
同
じ
で
あ
る
が
、
 
C
社
の
売
上
利

益
率
は
A
社
に
く
ら
べ
て
か
な
り
低
い

0

売
上
一
円
に
つ
き
A
社
が
-
0
銭
の
利
益

を
え
て
し
る
の
に
、
 
C
社
は
ど
ぅ
し
て

0
、
五
銭
L
か
利
益
を
得
て
し
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
本
社
の
営
業
活
動
は
あ

B
 
社

五
0
0
、
0
0
0
円

五
0
、
0
0
0

五
、
0
0
0
、
0
0
0

-
0
%

資
木

売
上
高
利
益
率

資
本
回
転
*

投
下
資
本
利
益
率

三
、
資
本
利
盆
率
の
利
用
例

①
資
木
利
益
率
の
分
析

(

五
、
 
0
0
0
、
 
0
0
0
円

五
%

三
一
五
%

二
0
%

C
 
社

-
 
0
、
0
0
0
、
C
O
0
円

五
0
、
0
0
0

五
.
0
0
0
、
0
0
0

0
、
五
%

0
、
一

ま
り
能
率
が
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

材
料
費
が
高
t
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ

る
い
は
運
貨
鬻
く
つ
く
よ
う
な
立
地
条

件
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

資
本
利
益
率
を
分
析
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な

疑
問
が
生
じ
、
そ
れ
に
た
い
す
る
解
答
が

え
ら
れ
れ
ば
資
本
利
益
率
の
差
異
の
基
木

的
な
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
力
け
で
あ
る

②
価
格
決
定
の
指
標
と
し
て
の
資
本
利
益

経
営
管
理
者
は
一
定
の
資
本
利
益
率
を
あ

げ
る
た
め
に
は
、
製
品
の
売
価
を
加
何
に

決
定
す
れ
ば
よ
い
か
と
ヤ
う
価
楴
政
策
の

指
標
と
し
て
も
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
出

来
る
。
一
定
の
資
本
利
益
率
を
確
保
す
る

九
め
に
必
要
な
売
価
を
決
定
す
る
た
め
に

は
、
製
品
原
価
に
ど
れ
ほ
ど
の
利
益
加
算

率
を
か
け
た
ら
よ
い
か
決
定
す
一
れ
ば
よ

こ
の
目
的
の
た
め
に
必
計
な
計
算
力

0

い式
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

.

/
0

主
つ
九
く
異
な
る
か
ら
、
こ
の
疑
問
は
少

し
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て

B
社
の
資
本
利
益
率
が
A
社
の
そ
れ
に
く

ら
べ
低
い
の
は
、
資
本
が
A
社
よ
り
大
き

い
か
ら
で
あ
る
と
か
、
利
益
が
小
ノ
な
し
か

ら
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
し
。
又

二

、
、
ー
゛
ー
.
せ
一
"
ー
ー

一
%

資利

木益

第

資表

"

.、..

①な

簿

卦

.

.盾

」ず

くD
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商店主婦講座 ^

これからの商店経営と主婦の立場
京都能率協会常拐理事水野鉄蔵氏

去る11月8日、当所に於て、斯界の権威者の水野先生をお招きして、商店の主
婦の方々を対象として、本講座を開講致しましナこ。当日は、 30名の方々がお集り
になつて、約3時間にわナこり、涙あり笑の内に、熱心に御受講賜りまし九。
皆様の御参考までに要点だけを本紙に掲載致しまし九。

、

ノ

一

ヅ又
ノ」、

1!1'
1ι、1」

.

、

( 《

/^＼ー^
係同同地
列業志域
協的的協
同恊協同
体同同体
休体 意意
意 識意識
識識

行かなし、理由

1.遠い(n!」'間)

2.服装(面当)

3.余計な買物

買わずに出
'1こくし、

百貨

商

結
び
と
し
て

、

し
L、

、 消
費

二L 者'じ、
、 の
同
業買
方、

系 ij.

ψノーー'

1行く理由

'1.近いか 1う 1

信用

尋
妻
士
茎
茎
t
婁
妻
玉
妻
妻
士
妻
妻
十
茎
妻
士
一

"
拝
一
の
景
気
に
つ
い
て
ば
、
金
融
引
締
め
と

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
商
店
に
対
し
て
の
影

粋
は
、
現
在
、
清
費
景
気
と
云
わ
れ
て
お
り
、

こ
倫
気
は
引
締
め
だ
か
ら
と
云
つ
て
、
そ
う

衙
単
に
麟
買
力
が
減
少
す
る
と
は
見
ら
れ
な

0

む
し
ら
恨
強
い
の
で
は
な
い
か
と
ゑ
ら
れ

Vて
い
る
。

年
末
商
戦
に
そ
な
え
て
は
、
昔
の
様
に
、
オ

オ
ミ
ソ
カ
の
売
上
が
一
番
多
い
と
い
う
様
な
*

は
な
く
な
り
つ
つ
ぁ
り
、
即
ち
、
正
月
を
一
区

翊
り
と
感
ず
る
節
期
感
と
い
う
も
の
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

、
現
在
で
は
、
十
二
月
始
め
、
は
売
出
し
の
景

気
づ
げ
で
あ
り
、
中
旬
、
即
ち
十
日
か
ら
二
十

日
に
、
ポ
ー
ナ
ス
.
か
出
て
、
自
家
消
費
、
贈
答
用

品
が
、
買
わ
れ
一
つ
の
山
場
と
な
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
を
中
心
に
二
十
五
日
迄
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ソ
ト
巾
心
に
売
れ
る
。
二
十
五
日
以
後
は

売
上
げ
が
落
ち
て
く
る
と
い
う
の
・
が
、
傾
向
と

な
つ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
十
二
月
始
め
奪
負
と
な
つ
て

お
り
、
こ
の
時
に
於
て
、
一
割
、
二
割
引
で
売

出
し
、
資
金
の
回
収
を
計
り
、
そ
の
時
期
に
は

問
屋
も
金
融
引
締
の
安
う
り
を
受
け
処
分
品
を

出
す
の
で
そ
れ
を
現
金
で
た
た
い
て
買
う
と
い

う
こ
と
、
か
、
大
き
く
儲
け
る
と
い
う
コ
ツ
で
あ

る
。最

近
、
ス
パ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
、
百
貨
店
が
普

通
商
店
を
圧
ぱ
く
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
が

対
策
と
し
て
は
、
・
闇
店
街
と
し
て
皆
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、
横
の
デ
.
ハ
ー
ト
と
し
て
の
共
同
組

織
を
生
か
せ
て
行
く
事
が
一
番
の
対
策
で
こ
れ

御
、
の
恊
伺
体
恵
勢
上
に
立
つ
て
、
よ
ぐ
人

朋
関
係
を
か
も
L
出
し
て
、
特
代
の
波
に
乗
つ

た
経
営
を
や
つ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
し
つ
か
り
し
て
お
れ
、
ぱ
、
あ
主
り
W
に
な

ら
な
、
。

又
、
百
貨
店
、
ス
ー
。
ハ
ー
一
、
ー
ケ
ツ
ト
に
行

く
埋
由
、
行
か
な
い
埋
由
を
消
費
者
に
ア
ソ
ケ

ー
ト
L
た
結
果
を
上
げ
て
み
る
と
次
の
様
な
表

に
な
る
の
で
、
こ
の
表
を
よ
く
、
か
み
し
め
て

老
え
て
頂
き
度
い
。

ヨ
毒
+
妻
妻
十
妻
量
十
妻
言
王
婁
言
十
婁
毒
士
=

試
験

一
、
と
き
昭
和
三
十
六
年
十
打
二
十
二
H

弌
と
こ
ろ
一
条
高
等
学
校
、
蔦
城
珠
算
学

校
、
大
宇
陀
中
学
校

一
、
受
験
者
一
、
立
三
名
(
合
格
者
三
八

0
名
(
合
格
率
三
三
・
六
%
)

第
二
回
書
写
能
力
検
定
試
験

弌
と
き
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
二
日

一
、
と
こ
ら
桜
井
学
寝

一
、
受
験
者
四
二
四
名
(
合
格
者
一
三
四
名
)

(
合
格
竺
一
・
ニ
%
)

.

第
十
玉
回
簿
記
検
定
試
験

一
、
と
き
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
九
日

一
、
と
こ
み
奈
良
商
工
高
笈
子
校

一
、
受
験
者
一
四
二
名
(
合
楕
者
五
九
名
)

(
合
格
率
四
一
・
三
%
)

第
玉
回
全
日
本
計
算
尺
競
技
大
会

奈
良
県
予
選

弌
と
き
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
六
Π

一
、
と
こ
ろ
太
小
艮
商
青
哲
学
校

一
、
参
加
者
十
名

弌
全
国
大
系
場
者

学
生
の
部
0
中
之
瀬
順
治
0
佐
倉
修
0
脇
本

泰
次
0
中
島
荘
充
(
以
上
奈
商
工
)

第
十
二
回
計
算
尺
技
能
検
定
試
験

一
、
と
き
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日

.
ー
,
h
]
'
じ
、
'
ι
、
d
〕
了
,
し

で
つ
な
が
り
、
心
づ
か
い
を
し
て
行
く
と
い
う

の
が
、
こ
れ
が
木
当
の
よ
し
人
間
関
係
で
あ
り

ま
す
。
又
人
を
管
埋
す
る
と
い
う
こ
と
は
血
の

通
つ
た
管
N
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
店
員
さ

ん
が
お
店
を
や
め
る
と
す
る
、
そ
の
店
員
さ
ん

は
も
は
や
そ
の
お
店
に
愛
情
を
う
し
な
つ
た
か

ら
お
店
を
や
め
る
の
で
あ
り
主
す
。

0
地
域
恊
同
体
意
識
と
は
、
あ
な
た
の
隣
、
近

所
は
百
貨
店
が
横
に
つ
な
が
つ
て
い
る
の
で

す
。
大
阪
'
示
都
に
買
V
に
行
か
な
く
と
も
そ

こ
で
と
と
の
う
の
で
す
。
隣
、
近
所
と
は
仲
よ

く
や
つ
て
行
き
ま
し
よ
う
。

0
同
志
的
恊
伺
依
織
と
は
、
気
の
合
つ
た
同

志
が
築
ま
り
団
結
す
る
。
し
か
し
地
域
社
会
を

そ
ろ
へ
る
と
い
う
愆
勢
上
に
立
つ
て
団
結
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

0
同
業
的
恊
向
体
愆
識
と
は
向
業
者
が
団
紬
す

る
事
で
、
前
者
の
協
同
体
と
伺
叶
に
結
べ
は
よ

,
り
強
く
な
り
ま
す
。

0
系
列
恊
同
休
意
識
と
は
、
問
屋
に
は
、
売
れ

す
じ
の
問
屋
と
売
れ
な
い
も
の
ば
か
り
扱
つ
て

い
る
冏
屋
が
あ
る
。
仕
人
先
を
整
理
し
て
売
れ

す
じ
の
問
屋
を
一
、
二
つ
か
力
事
が
大
切
で
、

仕
入
れ
と
は
お
客
に
代
つ
て
買
い
に
行
く
事
で

あ
る
事
寵
識
L
、
闇
屋
と
も
団
結
し
て
行
く

事
で
あ
る
。

71

仕自1
 
十§

2
 
3)一

パ(

次
に
、
こ
れ
か
ら
の
商
店
経
営
に
と
つ
て
大

切
な
こ
と
は
、
皆
ん
な
の
力
で
共
同
体
の
意
滋

を
持
つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
恊
詞
仙
織

に
は
五
つ
ぁ
り
ま
す
。

全
店
協
同
体
瓢

商
工
会
議
所
の
行
う

丈
受
験
者
四
二
六
名
公
口
桜
老
一
四
一
名
)

(
合
格
率
三
三
・
一
%
)

'
ー
ー
ナ
ー
ー

一

商
1
会
議
所
は
、
会
議
所
技
第
九
条
の
脱
定

に
ょ
つ
て
、
商
工
業
の
改
哲
売
辻
を
は
か
る
た

め
に
、
商
工
業
に
関
t
る
技
術
及
び
技
能
の
普

及
、
検
延
市
革
行
つ
て
し
ま
ナ
。

こ
の
鞭
定
試
験
に
は
炎
盆
ル
が
全
国
に
先

が
け
て
施
行
L
て
い
る
書
写
能
力
検
定
試
験
を

は
じ
め
三
十
年
の
靡
央
と
伝
鯵
」
も
つ
芽
罷

力
の
検
定
試
験
の
ほ
か
に
、
符
記
、
英
之
及
び

和
L
く
女
イ
ワ
弓
イ
女
 
1
 
引
゛
尺
な
ど
の
怜
{
疋

が
あ
n
ま
ナ
。

こ
れ
ら
の
試
途
干
火
い
、
^
れ
も
日
本
,
^
吻
τ
ン
ム

般
所
と
行
消
1
ヘ
ム
設
所
と
ヅ
Ⅱ
へ
、
Ⅱ
て
司
^
則

日
に
、
同
一
剛
聖
、
入
上
国
一
芥
に
施
仟
し
く

、
主
t
 
こ
う
L
六
一
一
所
,
止
の
Π
が
は
、
叉

ム
夬
上
る
芥
佃
人
の
古
正
を
r
イ
司
の
タ
メ
ー
で
"
゛

測
定
し
て
、
公
的
な
立
場
か
ら
そ
の
誠
明
を
h

粁
へ
ム
の
仏
剤
J
群
Π
進
司
ブ
0
六
N
で
オ
リ
ま

、
、

、す
が
、
主
た
反
面
に
鍬
力
人
.
ム
壮
問
応
た
ど

が
新
入
礼
n
や
店
典
を
厄
入
れ
る
場
介
に
、
仙

々
>
父
ん
"
を
」
、
つ
,
!
を
さ
ナ
て
二
Υ
'
・
り
カ
イ
つ

て
h
ら
と
い
ら
託
え
か
あ
る
力
け
で
す

令
国
四
百
四
十
二
四
而
1
会
誠
所
は

現
在

、

そ
の
紕
織
網
を
地
じ
て
界
観
的
な
基
沖
で
厳

正
ハ
ム
平
区
、
こ
れ
ら
の
試
験
を
h
 
つ
て
し
・
ま

^
。
般
^
^
イ
、
ニ
^
^
力
人
^
ト
、
の
人
力
叉
膨

τ
イ
、
、
三
而
万
大
以
上
の
優
秀
た
技
帳
介
杉
老

各
種
の
検
定
試
験

つ
い
て

二(
、
,
t

0
全
店
協
同
体
と
は
主
人
、
奥
さ
ん
、
店
員
さ

ん
が
、
和
を
以
て
事
に
当
つ
て
行
く
と
い
う
こ

と
で
、
よ
い
店
員
さ
ん
は
お
店
の
宝
で
あ
り
主

t
。
へ
間
関
係
と
い
、
2
暴
を
よ
く
聞
き
ま
す

か
、
こ
れ
は
、
人
と
人
と
の
間
を
ど
ぅ
結
ん
で

、
、

司行
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
お
互
に
愛
情

と

に
対
処
し
、
全
店
、
地
域
、
同

が
社
会
に
送
り
出
さ
れ
て
居
り
、
検
'
鴛
験
と

い
ぇ
ば
商
1
会
義
所
と
い
、
つ
ほ
ど
に
諦
L
ネ
ノ
ム

的
評
価
が
町
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

こ
う
L
九
村
ξ
サ
リ
則
待
と
^
傾
こ
こ
た
え
る
た

め
に
、
商
工
会
識
所
で
は
絶
え
ず
凡
ゆ
る
研
究

と
努
力
む
払
つ
て
お
り
ま
す
が
、
吏
に
本
年
は

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
ょ
つ
て
、
こ
れ
ら
検

定
技
能
の
諧
習
を
行
つ
て
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
技
能
の
全
国
暁
技
会
を
開
き
、
或
い
播

く
海
外
へ
の
綿
介
、
暫
及
を
行
う
な
ど
、
大
衆

化
へ
の
努
力
が
#
ら
れ
く
い
ま
す
。
奈
良
商

丁
会
議
所
で
も
、
例
π
発
喪
の
通
り
、
こ
れ
ら

の
行
種
検
」
張
撃
美
施
L
て
い
ま
す
が
、
そ

の
受
険
老
赦
は
年
々
嬉
加
の
一
途
を
辿
り
つ
X

あ
り
ま
す
。
ど
ぅ
か
<
.
ム
員
行
位
は
、
こ
の
行
林

定
試
験
忠
袈
を
御
認
識
の
う
え
、
益
々
御
支

妥
下
さ
る
よ
う
羚
傾
い
致
し
ま
す

M
ご
参
ぎ
主
で
二
三
十
六
匂
四
打
以
際
に
{
火

応
L
た
各
莅
検
定
を
机
告
致
し
ま
す
。

第
十
五
回
国
民
珠
算
競
技
大
会

奈
良
県
予
選

弌
と
き
昭
和
三
十
六
年
四
門
二
十
三
H

一
、
と
÷
り
当
所
二
粘
ホ
ー
ル

弌
お
名
二
五
名

一
、
人
由
大
会
出
場
汽

^
^
^
^
C
^
^
^
^
^
^
^
^
^
、
^

/
h

0
米
田
育
弘
(
谷
口
会
計
事
務
所
)

0
■
ド
木
弘
(
才
N
け
秒
剖
)

0
神
谷
光
久
(
南
都
群
)

学
生
の
部
0
北
村
而
代
(
奈
商
工
)

0
竹
村
罪
(
高
田
高
等
学
校
)

0
永
原
健
資
公
禽
工
)

0
桑
原
崇
文
(
高
田
商
校
)

第
十
一
回
計
算
尺
技
能
検
定
試
験

弌
と
き
昭
和
三
十
六
年
六
月
四
日

一
、
と
こ
ろ
奈
良
商
需
等
学
校

一
、
受
験
者
四
二
五
名
(
<
口
楕
者
-
0
八
名
)

(
合
怜
竺
五
・
四
%
)

第
十
四
回
簿
記
検
定
試
験

犬
と
き
昭
和
三
十
六
年
六
月
十
一
Π

一
、
と
こ
ら
奈
良
商
王
鼎
学
校

一
、
受
験
者
一
九
二
名
(
合
格
者
八
一
名
)

(
介
格
*
四
二
・
一
%
)

第
四
十
二
回
全
国
珠
算
能
力
検
定

試
験

弌
と
き
昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
五
日

^
、
と
こ
ろ
^
木
良
一
冏
^
^
局
響
^
^
、
^
局
田
姦

青
学
父
大
'
丁
乢
1
学
枚

一
、
受
験
者
弌
三
五
五
名
合
格
者
(
五
一

五
名
)
(
合
格
竺
八
%
)

第
一
回
事
務
職
員
検
定
試
験

一
、
と
き
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十
四
Π

一
と
こ
ろ
金
佃
川
大
学

一
、
受
験
者
二
八
名
(
合
格
名
一
七
名
)

(
合
格
率
六
ら
・
七
%
)

第
四
十
三
回
全
国
珠
算
能
力
検
定
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Ⅱ
、



ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
状
況
調
査

ー
ー
t
1

一
、
調
査
概
況

攸
府
の
商
座
耕
成
長
の
行
き
過
¥
足
正
の

た
め
一
迎
の
<
瓢
引
き
翻
、
稔
済
界
に
ど
の

よ
、
つ
.
弍
杉
ψ
"
を
お
よ
王
L
た
力
二
つ
し
て
姑
二

心
地
区
産
業
界
め
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
か
で

き
た
。
 
1
下
岡
介
"
U
目
"
こ
概
要
を
.
要
彩
L
六

、
い
十
ナ
ニ
モ
目
さ
れ
る
の
よ
又
金
回
収
伏
"
儿
の
恕

、

化
と
泛
取
乎
形
の
長
川
化
傾
向
.
央
に
¥
i
款
り

"
の
三
'
だ
つ
し
て
の
今
後
の
推
移
様
X

味
か
あ
る
も
の
と
思
b
れ
る
。

ニ
、
調
査
の
方
法

)

噛
則

山
住
の

1(

,
小

^
^
^
L
^
^
↓
^
"
^
H
^
ム
^
"
.
^
^
一
^

岡
の
伏
況
を
朋
介
し
た
も
の
で
お
る
。

勿
開
査
の
対
峡

当
所
工
業
・
工
芸
・
建
設
・
父
通
運
而
繊

縦
工
業
:
商
業
夘
・
即
逃
部
会
人
令
貝

9
 
肌
^
^
^
田
^
,
,
ι
ザ

)
嗣
査
支
配
布
赦
は
三
ご
0
で
県
"
し
た
も
の

は
-
0
二
で
回
芥
率
は
三
一
・
ハ
%
で
あ
る
。

^
細
は
^
ー
^
・
ノ
照

三
、
調
査
の
結
果

凋
査
の
粘
果
芥
川
U
別
に
入
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。現

在
ど
の
金
融
機
関
を
利
用
さ
れ
て
い
る

i

4

.一

,
才
ー
コ
゛
2
!
゛
一
.

.

0
」
 
8

2
1

醸
工
建

2

6
1
6
5

一
股
呼
に
m
1
a
h
の
利
田
斈
太
商
、
ガ

こ
れ
は
汽
総
粘
果
で
あ
る
。
政
府
金
融
機

関
の
利
用
率
が
全
体
の
五
%
に
満
た
な
い
の

は
貨
し
出
金
頴
の
枠
も
影
料
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
が
、
攸
府
機
関
そ
の
も
の
の
P
R

か
不
足
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
2

参
照

②
政
府
金
触
機
関
の
利
用
実
穎

表
2
に
ょ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
政
府
機
関

の
利
用
率
は
き
力
め
て
低
い
が
、
し
か
し
一

心
は
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い

る
信
用
保
司
捗
会
お
利
用
率
ガ
比
較
杓
高

い
の
は
、
弁
企
業
の
資
金
繰
り
の
困
鯉
性
を

示
し
て
い
る
も
の
と
栃
さ
れ
る
。
表
3
姦

)

一
年
前
と
比
べ
た
最
近
の
荒
利
益
に
つ
し

8
て
(
作
午
同
朋
と
比
校
)

抗
利
靜
キ
ば
川
年
向
期
と
比
較
L
て
入
る
と

増
加
が
三
二
%
、
減
少
が
三
二
%
、
変
化
な

し
が
三
0
%
と
増
減
の
メ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て

2

8

業

%
ー1

件
6

7
5
0
3

3
 
5
 
3
 
7

2

201

件
4

4

4318

6

%
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少牛
4

い
る
。
業
種
業
態
に
ょ
つ
て
か
な
り
相
違
が

あ
る
。
先
づ
増
加
分
に
つ
い
て
は
-
0
%
以

下
の
も
の
は
-
0
%
、
-
0
%
ー
ニ
0
%
が

一
四
%
、
二
0
%
以
上
が
九
%
で
あ
る
。

少
分
に
つ
い
て
ば
-
0
%
以
下
三
五
%
、

0
%
以
上
二
%
で
あ
る
。
表
4
参
照

④
昨
年
と
比
べ
た
最
近
の
代
金
回
収
状
況

代
金
回
収
状
況
は
、
最
近
よ
く
な
つ
た
も
の

が
わ
ず
か
に
三
・
九
%
、
悪
く
な
つ
た
も
の

が
四
七
%
と
、
圧
倒
的
に
多
く
代
金
回
収
の

困
難
さ
が
明
由
に
表
b
れ
て
い
る
。
表
5
参

堤ーノ
⑤

最
近
に
お
け
る
売
上
の
う
ち
で
現
金
売
り
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△
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しリ<王ト

フの上売るナノ
、
、
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三
五
.
四
%
、
五
0
%
以
下
が
二
ご
%
五

0
%
以
上
か
三
三
・
三
%
、
現
全
冗
り
な
し

は
八
・
三
%
と
な
つ
て
し
る
。
す
な
力
も
全

回
品
介
^
の
う
ち
4
'
バ
^
^
^
^
^
^
^
ー
ガ
^

心
の
"
弌
%
を
ー
レ
y
 
て
、
る
半
〒
Π
力
ι

見
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と
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そ
の
生
質
上
掛
死
り
力
必
唖
大
く
あ部

る
業
神
を
除
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、
父
説
金
奮
貝
を
畍
き
一

業
W
に
於
け
る
掛
売
(
受
取
手
形
)
が
タ
ノ
や

の
か
荘
Π
さ
れ
る
太
6
十
点

叉
取
予
形
の
則
岡

受
取
f
形
の
賜
Ⅲ
は
一
ケ
"
の
し
の
カ
ゾ
一

件
、
三
ケ
村
の
も
の
か
八
0
刊
、

匹
ケ
の

も
の
か
六
ら
件
、
五
ケ
打
の
L
ω
か
三
、
判

六
ケ
打
の
し
の
か
三
件
と
、
三
ケ
打
の
し

の
か
一
需
御
し
久
上
什
の
三
露
)
千
形
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見
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二
0
%
以
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が

ケ月5ケ4ケ
村

23

イ
ト
の
最
長
は
業
神
に
ょ
つ
て
朋
き
は
あ
る

か
大
休
一
八
0
臼
で
あ
る
歌
7
参
照

最
近
の
人
*
獄
り
状
況
に
つ
し
て
(
峅
年
同

期
と
の
比
峻
増
減
)

^
や
^
リ
^
^
に
^
し
て
は
^
剛
^
よ
り
引
き
、
^

き
楽
で
あ
る
の
は
、
わ
ず
か
に
四
%
、
最
近

楽
二
な
つ
た
の
は
ブ
%
前
年
力
ら
弓
き
靴

き
や
つ
て
し
る
の
か
七
0
%
と
圧
倒
的
に
多

く
、
最
近
片
L
く
な
つ
た
の
は
一
八
%
、
前

^
^
ら
引
き
一
^
き
^
十
"
し
し
の
.
^
^
^
^
と
^

作
的
に
見
て
や
ば
り
傾
向
と
し
て
は
金
繰

り
伏
兄
の
劇
"
さ
を
推
測
す
る
こ
と
ガ
Ⅱ
斗

る
、
ま
だ
力
披
的
た
叱
^
^
力
を
表
^
し
て
お
ら

山
左
の
W
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,
カ
ー
オ
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丁
司
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明
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二
打
1
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と
子
想
二
れ
る
。
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券
洲
ル
十
シ
内
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資
ノ
鳶
課
り
の
X
し
し
陳
因
ば
、
代
企
回
収
リ

況
不
良
三
0
件
イ
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で

死
上
利
益
の
減
少
が
二
四
件
、
乢
循
貝
入
二

四
件
、
税
金
支
払
貸
金
増
一
八
什
、
備
入
状

況
悪
化
一
四
件
、
代
企
支
払
状
況
悪
化
三

什
と
な
つ
て
お
り
、
苦
し
い
も
原
因
は
代
金

回
収
状
況
の
恕
化
と
、
機
械
設
備
の
買
入
れ

に
ょ
る
と
雉
疋
さ
れ
る
。
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欲
L
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融
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。
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